
企 業 の 繁 栄 と 地 域 の 活 性 化 に 向 け て企企 業企企 の 繁 栄 と 地 域 の 活 性 化

東征途中の日本平の丘で、賊に火を放たれたヤマトタケル。
燃える草を剣で薙ぎ払い、向い火を放って敵を滅ぼした。
この時に使った剣を「草薙の剣」といい、
この地は草薙と呼ばれるようになったという。

※「しずおか昔ばなし」を１年間、表紙で紹介します。

たたら なおき 作／造形

地域企業の人材戦略
採用動向・雇用環境調査
平成２８年度事業計画

静岡商工会議所報［シング］

平成28年4月1日発行　第73号（毎月1日発行）





新規会員募集中！

FOOD STUDIO 054-275-3537
cooking@s-store.co.jp

0545-55-1905
fujicooking@s-store.co.jp

お申込み・お問合せ

田町店（静岡市）

※お申し込みの際には､会員規約を必ずお読み下さい。
※料理教室スケジュール・内容は、ホームページ又は、毎月発行のフードスタジオニュースをご覧下さい。  

富士吉原店

フードスタジオ又はＷＥＢサイトからお申込みください。

詳しくは、しずてつストアの
ホームページをチェック

富士
吉原店

田町店
（静岡市）

フードスタジオで楽しく学べる！

※「Sing」は、静岡のS、清水のS、商工会議所のSに、現在進行形ingを組み合わせ、
　新しい商工会議所が前進し、明るい歌が響く未来をイメージしたタイトルです。

平成28年4月1日発行 第73号（毎月1日発行）

平成２８年度の表紙は、静岡市の各地に伝わる物語の
主人公を、たたらなおきさんに造形していただきます。
景行天皇第二皇子の日本武尊（やまとたけるのみこ
と）が、東国の蝦夷（えみし）がそむいたので、これを平
定するため、吾嬬（あずま）国に行く途中、現在の草薙
のあたりで逆賊がおこり、原野に火を放って尊を焼き
殺そうとしたので、尊は伊勢神宮の倭姫命（やまとひ
めのみこと）よりいただいた佩用（はいよう）の剣を抜
いて「遠かたや、しけきかもと、をやい鎌の」と鎌で打
ち払う様に唱え、 いて剣を振り、あたりの草をことご
とく薙ぎ払ったところで手打石により火をつけました。
その火は、逆賊の方へけぶりなびいて、尊は無事に、
この難を切り抜けられました。
その後、佩用されていた天叢雲（あめのむらくも）の剣
は草薙の剣と呼ばれるようになり、尊を焼き殺そうとし
た処は草薙と言われるようになり、と語り伝えられてい
ます。
写真撮影：榊原幸弘さん　㈲サイズ 代表取締役

・第60回静岡まつり(～4/3)

・カラーコーディネーター検定試験申込受付(～5/6)

・マル経資金説明相談会(静・清)

・清水エスパルスVSセレッソ大阪(アイスタ)

・許認可・著作権相談会(静)

・IT・情報化相談会(静・清)　・マル経資金説明相談会(静・清)

・法律相談会(静)　・簿記検定試験申込受付(～5/9)

・小規模事業者持続化補助金制度説明会(静)

・清水エスパルスVSカスタマーレ讃岐(アイスタ)

・融資相談会(静)

・鷹の市＆駿府市(鷹匠１丁目・駿府町商店街)

・法律相談会(静)　・常議員会・議員懇談会(静)

・清水エスパルスVSツエーゲン金沢(アイスタ)

・七間町青空市(七間町名店街)

・税務相談会(静)
・小規模事業者持続化補助金制度説明会(静)

・七間町青空市(七間町名店街)　・徳川家臣団大会2016(ホテルセンチュリー静岡)
・徳川みらい学会第1回講演会(ホテルセンチュリー静岡)

・健康相談(静)　・司法書士相談会(静)　・融資相談会(清)
・発明・特許相談会(清)　・労務相談会(清)

・マル経資金説明相談会(静・清)
・IT・情報化相談会(清)　・法律相談会(清)

・許認可・著作権相談会(静)
・珠算・暗算段位認定試験申込受付(～5/20)
・税務相談会(清)
・ビジネス実務法務検定試験申込受付(～5/20)

・税務相談会(静)
・小規模事業者持続化補助金制度説明会(静)

・発明・特許相談会(静)
・福祉住環境コーディネーター検定試験申込受付(～5/27)
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※（静）は静岡事務所、（清）は清水事務所での開催

【 セミナー・イベント カレンダー 】

特集
地域企業の人材戦略
・プロ人材の力で企業を成長に導く／中嶋壽志さん
・静岡県の人材確保策／静岡県雇用推進課
・静岡市の人材確保策／静岡市商業労政課
・わが社自慢の商品・サービス「人材紹介・派遣会社特集」

平成28年度 採用動向・雇用環境調査結果

平成28年度 事業計画・予算

平成27年度 会員アンケート調査結果

東京からこんにちは
オリエンタル酵母工業㈱
代表取締役社長
中川真佐志さん

わが社自慢の商品・サービス
ショップヘリテージ受賞店
静岡おみやプロジェクト
参加事業者、ほか
しごとなでしこ
伊東彩乃さん
静岡の未来
中村侑樹さん

しずおか味な店
四川料理 溪邦

徳川みらい学会
家康公を育んだ駿府の
今川文化

誌上経営相談
モノ余り時代の売上向上法

静岡まつり・廿日会祭
協賛企業名簿

平成28年度 静岡商工会議所
静岡・清水事務所ご案内

オーレ！エスパルス！
左伴繁雄社長
「地域スポーツ事業の在り方」

表紙／しずおか昔ばなし①ヤマトタケル



特集地域企業の人材戦略
静岡県は、県内企業の経営革新を促す
プロフェッショナル人材の確保を支援するため、
平成27年12月１日に
「静岡県プロフェッショナル人材戦略拠点」を
静岡商工会議所・清水事務所内に開設しました。
そこで今回の特集では、
地域企業が潜在的な力を
開花させて成長し、
地域経済全体の活性化につなげる
人材戦略について
中嶋壽志マネージャーに
うかがうとともに、
静岡県・静岡市が取り組んでいる
人材確保策について紹介します。
（文責・企画広報室）

中嶋壽志 さん

静岡県プロフェッショナル人材戦略拠点　
マネージャー

プ
ロ
人
材
の
力
で
地
域
企
業
を
成
長
に
導
く

大
き
な
曲
が
り
角
を
迎
え
た
静
岡
県

　

静
岡
県
の
人
口
は
、こ
の
と
こ
ろ
大
き
く
減
少

し
て
い
ま
す
。こ
れ
は
死
亡
数
が
出
生
数
を
上
回

る
自
然
減
に
加
え
て
、県
外
への
転
出
が
県
内
への

転
入
を
上
回
る
社
会
減
が
大
き
な
原
因
で
す
。

２
０
１
５
年
は
、転
出
超
過
数
の
多
さ
は
全
国

ワ
ー
ス
ト
５
位
。

　

静
岡
県
か
ら
他
の
地
域
に
人
が
移
動
し
て
い

る
の
は
、な
ぜ
か
。そ
れ
は
、雇
用
の
場
が
少
な
く

な
って
い
る
か
ら
で
す
。

　

静
岡
県
の
製
造
品
出
荷
額
を
み
る
と
、平
成

19
年
は
19
兆
円
を
超
え
て
、愛
知
県
、神
奈
川
県

に
次
い
で
い
ま
し
た
が
、リ
ー
マ
ン・シ
ョッ
ク
を
経

た
平
成
26
年
は
16
兆
円
と
３
兆
円
も
減
少
し
、

大
阪
府
に
次
い
で
第
４
位
と
な
って
い
ま
す
。

　

製
造
品
出
荷
額
が
減
っ
た
要
因
の
ひ
と
つ
は
、

自
動
車
産
業
の
製
造
方
法
の
変
化
に
あ
り
ま

す
。完
成
車
メ
ー
カ
ー
は
過
去
最
高
益
を
上
げ
、

海
外
現
地
生
産
は
５
割
増
え
て
お
り
、グ
ロ
ー
バ

ル
に
み
る
と
、自
動
車
産
業
が
成
長
産
業
で
あ
る

こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
が
、国
内
の
生
産
台

数
は
２
割
減
っ
て
お
り
、国
内
だ
け
で
み
る
と
、自

　

こ
の
よ
う
に
、日
本
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
産
業
が
大

き
く
変
わ
る
な
か
で
、20
代
を
中
心
に
、若
者
は

毎
年
、10
万
人
が
地
方
か
ら
首
都
圏
に
転
出
し

て
い
ま
す
。

　

大
学
生・大
学
院
生
に「
最
も
働
き
た
い
と
思

う
勤
務
地
」を
聞
い
た
と
こ
ろ
、東
京・大
阪・愛

知・神
奈
川・福
岡・兵
庫・京
都・北
海
道・埼
玉
の

大
都
市
圏
が
75
％
以
上
を
占
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、大
卒
者
を
採
用
し
て
も
、従
業
員
30
人

未
満
の
中
小
企
業
で
は
４
割
以
上
が
２
年
以
内

に
離
職
し
て
い
ま
す
。

　

結
局
、地
方
の
企
業
は
、生
産
性
が
低
く
、賃

金
が
低
く
、若
者
か
ら
見
る
と
、魅
力
あ
る
職
場

が
地
方
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。仕
事
の
中
身
を
高
度

首
都
圏・大
都
市
圏
に
流
入
す
る
若
者

動
車
産
業
は
成
熟
産
業
と
言
え
ま
す
。

　

ま
た
、国
内
に
お
け
る
自
動
車
産
業
の
生
産
拠

点
は
、ト
ヨ
タ
自
動
車
が
愛
知
か
ら
九
州
へ
、日
産

自
動
車
が
神
奈
川
か
ら
九
州
へ
、関
東
自
動
車
工

業
が
ト
ヨ
タ
自
動
車
東
日
本
と
し
て
静
岡
か
ら

宮
城
へ
と
、静
岡
県
周
辺
か
ら
移
転
し
て
い
ま
す
。

　

か
つ
て
は
輸
出
産
業
の
花
形
で
あ
っ
た
エ
レ
ク
ト

ロ
ニ
ク
ス
に
お
い
て
も
、シ
ャ
ー
プ
が
台
湾
の
鴻
海

（
ホ
ン
ハ
イ
）に
支
援
を
仰
い
で
い
る
よ
う
に
、テ
レ

ビ
も
、家
電
製
品
も
、携
帯
電
話
も
競
争
力
を
失

い
、日
本
で
作
れ
な
く
な
って
い
ま
す
。

　

自
動
車
産
業
の
ウ
エ
イ
ト
が
高
か
っ
た
静
岡
県

の
産
業
は
、新
し
い
成
長
産
業
を
育
て
て
い
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
ロ
ー
カ
ル・イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。こ
れ
は
日
本
の

課
題
で
も
あ
り
、そ
れ
が
静
岡
県
に
よ
り
先
鋭
的

に
現
れ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。



特集 地域企業の人材戦略

大学生・大学院生が最も働きたいと思う勤務地の割合新卒就業者（大学）の事業所規模別離職率

5人
未満

1年目
まで 36.1% 27.0% 18.6% 13.8% 8.4%

50.1% 40.3% 29.3% 23.0% 15.5%2年目
まで

5～
29人

5～
99人

100～
490人

1000人
以上 東京都

34.2%

大阪府
12.3%愛知県

7.2%
神奈川県
5.6%

福岡県
5.2%

兵庫県
3.4%

京都府
3.2%

北海道
2.6%

埼玉県
2.0% その他の地域

24.3%

出典 ：リクルート「ワークス大卒求人倍率調査」（2014年 4月）、
厚生労働省「新規学卒者の事業所規模別・産業別離職状況」、
中小企業庁「中小企業の雇用状況に関する調査」（2014年 8月公表）

36.1% 27.0%

50.1% 40.3%

　

地
方
の
魅
力
を
高
め
る
た
め
に
は
、医
療
機

器
、航
空
産
業
、ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
の
新
た
な
成
長
産

業
へ
の
参
入
に
挑
戦
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
の
日
本
で
は
、た
く
さ
ん
売
れ
る
も

の
を
つ
く
る
こ
と
は
難
し
い
の
で
、い
ま
ま
で
の
生

産
現
場（
量
産
工
場
）か
ら
、企
画・試
作・デ
ザ
イ

ン・設
計・マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
機
能
を
も
つ
創
造
す
る

現
場（
マ
ザ
ー
工
場
）へ
変
わ
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

製
造
業
の
ウ
エ
イ
ト
が
低
く
な
っ
て
、か
つ
て
製

造
業
で
働
い
て
い
た
人
は
、サ
ー
ビ
ス
業
に
吸
収
さ

れ
て
い
ま
す
が
、地
方
の
サ
ー
ビ
ス
業
は
、介
護
職

な
ど
労
働
集
約
型
で
、生
産
性
が
低
く
、給
料
が

安
い
た
め
に
地
域
経
済
全
体
が
縮
小
す
る
傾
向

に
あ
り
ま
す
。そ
こ
で
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ま
わ
り

の
ビ
ジ
ネ
ス
の
よ
う
な
、生
産
性
の
高
い
、都
市
型

サ
ー
ビ
ス
業
、知
識
集
約
型
サ
ー
ビ
ス
業
を
育
て

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。そ
う
す
れ
ば
、若

い
女
性
の
雇
用
の
場
と
な
り
ま
す
。

〈
連
絡
先
〉

静
岡
県
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
人
材
戦
略
拠
点

電
話　

０
５
４ ‐ 

３
５
３ ‐ 
３
４
０
５

地
方
に
新
し
い
成
長
産
業
を
育
て
る

　

地
方
が
元
気
に
な
る
に
は
、地
方
の
企
業
が
元

人
材
戦
略
を
経
営
戦
略
に
位
置
づ
け
る

プロフェッショナル人材戦略拠点の事業スキーム

悩み 　人材活用の提案
　

人
材
ニ
ー
ズ
の
具
体
化

「右腕」人材を登用し、
経営陣営を革新・充実

販路開拓のプロを登用し、
海外を含む事業展開を提案

経理のプロを登用し、
経費の無駄等の洗い出しを提案

など

プロフェッショナル
人材戦略拠点

● マネジャー  ● サブマネジャー  ● アシスタント

※「プロフェッショナル人材戦略拠点」が掘り起こした人材ニーズは、民間人材マーケットに取り繋ぎ、マッチングを支援して人材確保を図る。

受注は順調に伸びているが
手元には利益が残らない

県
内
企
業

後継者がまだ若く、
今すぐは事業を任せられない

技術には自信あるが、
販路拡大方法がわからない

● 必要なプロ人材ニーズを具体化し、
  その活用決断を促す

● 新たな事業展開等に対し、
  経営者に決断を促す

な
も
の
に
し
て
、賃
金
を
高
く
払
え
る
仕
事
に
変

え
て
い
か
な
い
と
、若
者
の
採
用
は
難
し
く
な
り

ま
す
。

　

リ
ー
マ
ン・シ
ョッ
ク
以
降
は
し
ば
ら
く
厳
し
い
雇

用
情
勢
が
続
い
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
を
背
景
に
し
た
景
気
回
復
に
伴
い
、雇
用
情
勢

は
一
転
、売
り
手
市
場
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

県
内
で
も
多
く
の
経
営
者
か
ら「
人
手
不
足
。人

が
欲
し
い
」と
い
う
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

　

明
ら
か
に
首
都
圏
に
雇
用
が
奪
わ
れ
、地
方
は

人
が
な
か
な
か
採
用
で
き
な
く
なって
い
る
の
で
す
。

気
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。そ
の
た
め
に

は
、時
代
の
変
化
に
あ
わ
せ
て
、企
業
が
変
わ
ら

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
バ
ブ
ル
崩
壊
と
リ
ー
マ
ン・シ
ョッ
ク
を
経
験
し
た

多
く
の
企
業
経
営
者
は
、こ
れ
ま
で
守
り
の
姿
勢

に
徹
し
て
き
ま
し
た
。し
か
し
、こ
れ
か
ら
は
攻
め

の
経
営
に
転
換
し
て
い
か
な
い
と
、企
業
は
変
わ

れ
ま
せ
ん
。

　

企
業
の
経
営
資
源
は
、人・も
の・カ
ネ・情
報
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、企
業
は
人
の
力
で
し
か
変

わ
れ
ま
せ
ん
。人
材
戦
略
を
、経
営
戦
略
の
中
で
、

よ
り
高
い
と
こ
ろ
に
位
置
づ
け
る
べ
き
で
す
。

　
「
プ
ロ
フ
ェッ
シ
ョ
ナ
ル
人
材
戦
略
拠
点
」は
、首

都
圏
で
い
ろ
い
ろ
な
経
営
を
積
ん
だ
人
を
地
方
の

企
業
が
う
ま
く
活
用
す
る
こ
と
で
、よ
り
生
産
性

の
高
い
企
業
に
変
え
て
い
く
こ
と
を
め
ざ
し
て
い

ま
す
。そ
う
す
れ
ば
、若
者
の
雇
用
問
題
も
解
決

で
き
ま
す
。

　

広
島
県
の
プ
ロ
フェッ
シ
ョ
ナ
ル
人
材
戦
略
拠
点

は
、大
リ
ー
グ
の
十
数
億
円
の
年
俸
を
蹴
っ
て
広

島
復
帰
を
決
断
し
た
黒
田
博
樹
投
手
を
プ
ロ

フェッ
シ
ョ
ナ
ル
人
材
の
イ
メ
ー
ジ・キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に

使
っ
て
い
ま
す
。地
域
の
活
性
化
の
た
め
に
頑
張

る
こ
と
に
仕
事
の
や
り
が
い
を
見
出
す
人
で
あ
れ

ば
、仕
事
の
成
果
も
出
し
て
く
れ
る
は
ず
で
す
。

　

プ
ロ
フ
ェッ
シ
ョ
ナ
ル
人
材
戦
略
拠
点
で
は
、企

業
が
新
し
い
成
長
ス
テ
ー
ジ
に
行
く
に
は
、こ
う

い
う
人
材
が
必
要
で
は
な
い
か
？
と
気
づ
い
て
い

た
だ
き
、そ
れ
に
見
合
っ
た
首
都
圏
で
活
躍
す
る

プ
ロ
フ
ェッ
シ
ョ
ナ
ル
人
材
を
、U
I
J
タ
ー
ン
促

進
事
業
費
補
助
金
も
活
用
し
な
が
ら
、民
間
の

人
材
紹
介
会
社
の
機
能
を
通
じ
て
マッ
チ
ン
グ
し

ま
す
。



静
岡
県
の
人
材
確
保
策

静
岡
県
雇
用
推
進
課

　

静
岡
県
の
人
材
確
保
策
は
、次
の
３
つ
の
基
本

方
針
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

①
大
学
生
の
県
内
企
業
への
就
職
促
進
。

②
Ｕ・Ｉ
タ
ー
ン
を
希
望
す
る
首
都
圏
の
社
会
人

の
県
内
企
業
への
就
職
促
進
。

③
首
都
圏
の
プ
ロ
フ
ェッ
シ
ョ
ナ
ル
人
材
の
県
内
企

業
への
確
保
支
援
。

　

県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
し
ず
お
か
就
職ｎｅ
ｔ
」で

は
、静
岡
県
の
企
業
約
１
６
０
０
社
の
魅
力
や
採

用
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。企
業
の
登
録
は

無
料
と
な
っ
て
お
り
、登
録
い
た
だ
い
た
企
業
に
つ

い
て
は
、県
か
ら
面
接
会
へ
の
参
加
企
業
募
集
等

の
お
知
ら
せ
を
メ
ー
ル
し
ま
す
。ま
た
、学
生
か

ら
の
プ
レ
エ
ン
ト
リ
ー（
資
料
請
求
）の
受
付
も
可

能
で
す
の
で
、是
非
御
登
録
く
だ
さ
い
。

静岡県の就職支援サイト「しずおか就職 net」

Ｈ
Ｐ「
し
ず
お
か
就
職
ｎ
ｅ
ｔ
」

　

県
内
の
大
学
４
年
生
に
向
け
て
は
年
４
回
、静

岡
県・静
岡
労
働
局・ハロ
ー
ワ
ー
ク
の
共
催
で
、企

業
説
明
会
や
就
職
面
接
会
を
開
催
し
、企
業
が

学
生
と
接
す
る
機
会
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

次
回
は
５
月
19
日
に
グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
に
て
開
催

を
予
定
し
て
お
り
、現
在
、参
加
企
業
を
募
集
し

て
い
ま
す
。参
加
条
件
は
、就
業
場
所
が
県
内
に

あ
り
、正
社
員
と
し
て
採
用
予
定
、ま
た
、大
卒

求
人
票
を
ハロ
ー
ワ
ー
ク
に
提
出
済
の
企
業
と
な

り
ま
す
。締
め
切
り
は
４
月
４
日
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、お
早
め
に
御
応
募
く
だ
さ
い
。

県
内
で
の
企
業
説
明
会・就
職
面
接
会

　

県
で
は
、静
岡
県
出
身
学
生
が
多
数
在
籍
、

且
つ
Ｕ・Ｉ
タ
ー
ン
就
職
施
策
に
御
協
力
し
て
い

た
だ
け
る
大
学
等
と
就
職
支
援
協
定
を
結
び
、

県
内
企
業
情
報
の
提
供
、イ
ベ
ン
ト
の
周
知
、学

内
で
の
企
業
ガ
イ
ダ
ン
ス
な
ど
を
行
い
ま
す
。す

県
外
大
学
と
の
就
職
支
援
協
定
の
締
結

　

県
内
外
の
大
学
と
県
内
企
業
の
担
当
者
と
の

情
報
交
換
会
を
、静
岡
市
と
共
催
で
11
月
、グ
ラ

ン
シ
ッ
プ
で
開
催
す
る
予
定
で
す
。

大
学
と
企
業
担
当
者
と
の
情
報
交
換
会

　

首
都
圏
で
Ｕ・Ｉ
タ
ー
ン
を
希
望
す
る
社
会
人

を
対
象
に
、「
静
岡
県
移
住
相
談
セ
ン
タ
ー
」（
Ｊ

Ｒ
有
楽
町
駅
前　

東
京
交
通
会
館
内
）で
就
職

相
談
を
週
２
回
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、県
内
企

業
の
社
会
人
向
け
の
求
人
票
も
公
開
し
、マッ
チ

ン
グ
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

求
人
情
報
の
公
開
や
各
種
イ
ベン
ト
への
参
加
に

つい
て
は
雇
用
推
進
課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

静
岡
県
移
住
相
談
セ
ン
タ
ー

　

夏
休
み
に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
し
た
い

県
内
企
業
を
対
象
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す

る
と
と
も
に
、参
加
し
た
い
学
生
と
の
マッ
チ
ン
グ

イ
ベ
ン
ト
を
、県
内
、首
都
圏
で
各
１
回
ず
つ
開
催

し
ま
す
。

　

な
お
、企
業
対
象
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
実
施
の
ノ
ウ
ハ
ウ
等
を
提
供
し
ま
す
の
で

初
め
て
取
り
組
ま
れ
る
企
業
に
お
勧
め
で
す
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
促
進

　

首
都
圏
の
大
学
等
に
進
学
す
る
学
生
が
多
い

た
め
、都
内
に「
静
岡
Ｕ・Ｉ
タ
ー
ン
就
職
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
」（
Ｊ
Ｒ
目
黒
駅
西
口
か
ら
徒
歩
２

分
）を
開
設
し
、県
内
企
業
の
求
人
情
報
を
常
時

公
開
す
る
と
と
も
に
、就
職
相
談・カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ・企
業
説
明
会
を
行
って
い
ま
す
。

　

３
月
19
日
に
は
、静
岡
県
の
理
系
採
用
企
業
26

社
を
集
め
て
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。こ
の
よ

う
な
説
明
会
に
参
加
い
た
だ
く
企
業
も
随
時
募

集
し
ま
す
。

東
京
で
の
求
人
情
報
公
開
と
説
明
会

〈連絡先〉静岡県雇用推進課　電話０５４-２２１-２５７３

で
に
相
模
女
子
大
、東
海
大
、山
梨
学
院
大・山

梨
学
院
短
期
大
、金
沢
工
業
大
、立
命
館
大
、同

志
社
大
、京
都
女
子
大
の
８
校
と
協
定
を
結
び

ま
し
た
。



特集 地域企業の人材戦略

静
岡
市
の
人
材
確
保
策

静
岡
市
商
業
労
政
課

　

静
岡
市
は
、｢
第
３
次
静
岡
市
総
合
計
画｣

の
最

大
の
目
標
を「
平
成
37
年（
２
０
２
５
年
）に
総
人

口
70
万
人
を
維
持
」す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
施
策
の
ひ

と
つ
と
し
て
、次
世
代
を
担
う
優
れ
た
人
材
の
育

成
と
多
様
な
人
材
が
活
躍
す
る
雇
用
の
場
の
創

出
を
図
って
い
ま
す
。

　

特
に
、若
者
や
女
性
の
雇
用
創
出
に
お
い
て
は
、

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、「
若
者
の
就
職
支
援

事
業
」、「
地
元
就
職・Ｕ
タ
ー
ン
就
職
の
促
進
」に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

静
岡
市
、静
岡
商
工
会
議
所
、関
連
団
体
の
連

携
に
よ
る「
就
活
よ
ろ
ず
サ
ポ
ー
タ
ー
」を
配
置

し
、静
岡
市
の
企
業
に
就
職
し
た
い
学
生
の
相
談

業
務
を
実
施
し
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、ハロ
ー
ワ
ー
ク
の
求
人
票
に
は
掲

載
さ
れ
て
い
な
い
、学
生
が
知
り
た
い
企
業
情
報

を
商
工
会
議
所
が
収
集
し
、企
業
情
報
カ
ル
テ
と

し
て
作
成・整
理
し
、デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、静
岡
県
、静
岡
市
、静
岡
商
工
会
議

所
、静
岡
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
な
ど
が
主
催

す
る
就
職
イ
ベン
ト
に
サ
ポ
ー
タ
ー
が
出
向
い
て
学

生
の
ニ
ー
ズ
を
聞
き
な
が
ら
、静
岡
市
の
企
業
の
求

人
情
報
と
マッ
チ
ン
グ
し
ま
す
。

就
活
よ
ろ
ず
サ
ポ
ー
タ
ー
事
業

　

静
岡
市
内
高
校
の
同
窓
会
が
在
校
生・卒
業

生
に
向
け
て
発
行
す
る
就
職
支
援
情
報
誌「
静

岡
で
働
こ
う
」に
、静
岡
市
移
住
支
援
セ
ン
タ
ー
や

静
岡
市
の
就
職
関
連
施
策
に
関
す
る
記
事
広
告

高
校
同
窓
会
に
よ
る
就
職
支
援
情
報
誌

　

静
岡
市
の
地
域
企
業
で
活
躍
す
る
女
性
社
員

と
首
都
圏
の
大
学
等
に
通
う
女
子
学
生
の
交
流

会
を
首
都
圏
で
開
催
し
ま
す
。

女
子
学
生
の
Ｕ・Ｉ
タ
ー
ン
交
流
会

　

就
活
中
の
学
生
の
保
護
者
を
対
象
に
、静
岡

市
の
企
業
の
業
務
内
容
や
採
用
情
報
の
説
明
を

行
う
と
と
も
に
、保
護
者
が 

一 

番
知
り
た
い
若
手

社
員
の
仕
事
内
容
を
個
別
に
相
談
で
き
る
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。

保
護
者
向
け
地
域
企
業
説
明
会

　

若
者
と
静
岡
市
の
企
業
経
営
者・若
手
社
員

が
気
軽
に
グ
ル
ー
プ
ト
ー
ク
で
き
る
場
を
首
都
圏

等
で
提
供
し
ま
す
。

リ
ク
ル
ー
ト・カ
フ
ェ

　

首
都
圏
の
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
、静
岡
市
の

企
業
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
説
明
会
を
開
催
し
、

実
際
に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
行
う
学
生
の
経
費

の 

一 

部
を
補
助
し
ま
す
。

首
都
圏
か
ら
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
促
進

　
「
し
ず
ま
っ
ち
」は
、静
岡
市
で
就
職
を
考
え
て

い
る
学
生・求
職
者
に
向
け
て
、地
域
企
業
の
情
報

を
紹
介
す
る
サ
イ
ト
で
す
。静
岡
市
内
の
事
業
所

の
概
要
や
採
用
情
報
な
ど
を
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　

学
生
が
知
り
た
い
情
報
か
ら
簡
単
に
企
業
情

報
を
検
索
で
き
、ス
マ
ホ
か
ら
も
、わ
か
り
や
す

く
、使
い
や
す
い
画
面
に
な
っ
て
い
ま
す
。静
岡
の

経
営
者
・
若
手
社
員
と
学
生
の
交
流
会「
リ
ク

ル
ー
ト・カ
フェ
」や
、企
業
の
魅
力
を
学
生
目
線
で

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
す
る
動
画「
Ｗｅ
ｂ
Ｔ
Ｖ
」、メ
ー
ル

地
域
企
業
紹
介
サ
イ
ト「
し
ず
ま
っ
ち
」

〈連絡先〉静岡市商業労政課　電話０５４‐３５４‐２４３０

マ
ガ
ジ
ン
な
ど
、学
生
の
企
業
研
究
に
役
立
つ
コ
ン

テ
ン
ツ
が
充
実
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
企
業
の
登
録
は
、無
料
で
す
。自
社
の
サ

イ
ト
を
持
って
い
な
い
企
業
の
方
で
も
、学
生
向
け

に
無
料
で
情
報
を
発
信
で
き
ま
す
。Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動

や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
情
報
な
ど
も
入
力
で
き
、企

業
の
魅
力
を
多
彩
な
角
度
か
ら
Ｐ
Ｒ
で
き
ま
す
。

シ
ン
プ
ル
な
入
力
方
法
で
簡
単
に
情
報
を
登
録
で

き
ま
す
。

　

多
く
の
企
業
の
皆
様
が
参
加
す
る
こ
と
で
、学

生
と
の
マッ
チ
ン
グ
効
果
が
高
ま
り
ま
す
。ぜ
ひ
、

多
く
の
企
業
の
ご
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

を
掲
載
し
、静
岡
市
へ
の
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
や
地
元

就
職
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

 

２
０
１
５
年
版
の
就
職
支
援
情
報
誌
は
、清
水

東
高
校・清
水
南
高
校・清
水
西
高
校・清
水
桜
が

丘
高
校・静
岡
市
立
高
校
の
同
窓
会
が
、各
校
の

先
輩
が
働
く
40
の
企
業
を
紹
介
し
た
も
の
で
、各

企
業
に
入
社
し
た
先
輩
か
ら
の 

一 

言
が
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
６
年
版
は
11
〜
12
月
、静
岡
市
内
公
立

高
校
13
校
の
２
〜
３
年
生
と
卒
業
後
１
〜
３
年

の
同
窓
生
に
１
８
０
０
０
部
を
配
布
す
る
予
定
で

す
。

静岡市の若者就職応援サイト「しずまっち」



人材紹介・派遣会社特集人材紹介・派遣会社特集わが社自慢の商品・サービス
紹介コーナー 特別企画 人材紹介・派遣会社特集人材紹介・派遣会社特集人材紹介・派遣会社特集

〒424-0023 静岡市清水区八坂北1-12-3
TEL 054-367-7231　FAX 054-367-7235
http://www.sgs.jpn.com

㈱SGS

地域密着型総合人材サービス会社
昭和６３年旧清水市にて設立以来、数多くの地元企業様に

ご愛顧いただいてお
ります。製造派遣、業
務請負を軸に昨年よ
り新たに介護派遣事
業を開始しました。地
域に根付いたサービ
スの提供を常に心が
けております。

〒420-0853 静岡市葵区追手町10-201新中町ビル2F
TEL 054-251-5822　FAX 054-251-6638
http://www.staffbank-s.jp/

㈱スタッフバンク

人と企業の良縁をお手伝いします。
「優良な人材を求める企業」と「自分の能力にふさわしい仕

事を求める人」を結び
つけるお手伝いこそ
が、私どもの使命です。
「人と企業のコミュニ
ケーター」そして「人
事戦略のパートナー」
として、地域経済の活
性化に貢献します。

〒422-8051 静岡市駿河区中野新田57-43
TEL 054-281-5566　FAX 054-284-8310
http://www.sjc-net.co.jp/sjc/

㈱就職情報センター

即戦力となる優れた人材確保のエキスパート
求人企業と求職者のニーズにきめ細かく対応し、即戦力を求
める企業と静岡県で転職を希望する方とを結ぶエージェント

です。企業の
ニーズにマッチ
した人財をご紹
介します。地元
密着32年の経
験をご活用くだ
さい。

〒422-8058 静岡市駿河区中原584-1
TEL 0120-887-708　FAX 054-287-3353
https://www.atimes.co.jp/

㈱アルバイトタイムス

おかげさまで44期目に入りました。感謝です。
DOMO・JOB・シゴトフェア・人材紹介サービスでお馴染みの
アルバイトタイムスです。「県内企業様と求職者の皆さまの良
い出会いを作りたい」との想いで会社をスタートして43年が
経ちました。人材採用にお困りの際は、まずはお気軽にご相
談下さい。

〒424-0872 静岡市清水区平川地13-9
TEL 054-346-7650　FAX 054-345-5763
http://www.tjs-net.co.jp/

㈱ティージェイエス

ワンストップ型人材ビジネスの全てを保有
地域密着37年。IT・金融・医療分野に特化し、スキルを蓄積。
派遣・人材紹介・請負業務に加えてIT企業として求人メディ

ア開発にも対応。
請負の技術者
育成型モデル
を他業種にも拡
大し、地域社会
に貢献します。

〒424-0834 静岡市清水区浜田町4-4
TEL 054-351-1150　FAX 054-351-1349
http://www.shizuoka-sc.com/

（公社）静岡市シルバー人材センター

お役に立ちたい、この街で『シルバー人材センター』
シルバー世代にふさわしい仕事を家庭・企業・公共団体等か
ら引き受け、会員に提供する県知事認定の公益社団法人で
す。豊かな経験を活かし社会に貢献したい！そんなシルバー
世代が活躍できる機会を求めています。



〒420-0859 静岡市葵区栄町2-5アークビル1F
TEL 054-251-8822　FAX 054-274-2464

㈱マルコビジネスサポート

販売サービスに特化した人材派遣会社です。
当社は百貨店の専門販売員、スーパー等での試食販売、商

業施設での受付や
商品の販売促進業
務、カード開拓業務
など販売サービスに
特化した人材派遣サ
ービスを必要な時、
即戦力となるスタッフ
が登録されています。

〒424-0821 静岡市清水区相生町5-1東京海上日動清水支社ビル3F
TEL 054-354-3375　FAX 054-354-1916
http://www.bellenet.co.jp

㈱ベルキャリエール

鈴与グループの総合人材サービス会社
ベルキャリエールは、静岡県を本拠地とする鈴与グループの
総合人材サービス会社として1980年に設立。その信用とネッ
トワークを活かし人財を必要とする企業様と活躍を期待され
る方々の為の事業を展開しています。

〒422-8067 静岡市駿河区南町18-1サウスポット静岡5F
TEL 054-654-7770　FAX 954-654-7772
https://www.recruitcareer.co.jp/　

㈱リクルートキャリア 静岡支社　

「こんな人材がほしい」まずご相談下さい！
中小から大手まで、企業規模を問わず、県内
常時数百社の企業様に対し、組織状態や経営課題を鑑み
た採用支援を行なっております。単なる採用充足に留まらな
い人事戦略への幅広いご支援を強みとしております。

〒422-8067 静岡市駿河区南町18-1サウスポット静岡4F
TEL 054-280-4477
http://www.pasonacareer.jp/

㈱パソナ パソナキャリアカンパニー

"Do Tank Partner" パソナは創業40周年
パソナキャリアでは、若手の社会人
からエグゼクティブまで幅広い人材
の再就職支援や企業様へのご紹
介を行っています。各専門分野の
転職に精通したキャリアアドバイザ
ーが多数在籍しており、労使の最
適なマッチングをご提供しています。

〒420-0857 静岡市葵区御幸町8-1JADEビル5F
TEL 054-272-0072　FAX 054-272-1130
http://www.sigma-jp.co.jp

㈱東海道シグマ

静岡の転職、派遣、求人なら東海道シグマへ
東海道シグマでは、静岡
県における人材派遣の
パイオニアとして長年培
ってきた人材派遣・教育
研修システムのビジネス
ノウハウを核に、今後も事
業領域を拡大。地域密
着型の総合人材サービ
スをご提供してまいります。

〒420-0851 静岡市葵区黒金町11-7三井生命静岡駅前ビル9F
TEL 054-251-3545　FAX 054-251-3538
http://www.evolve-max.com

㈱マックスフィールズ

事業の革新・再生・成長をお手伝いします！
§拠点展開；静岡・浜松・富士・沼津・厚木・新橋・市ヶ谷・新宿・

甲府・成田（グルー
プ社含む）　
§事業案内；コンサ
ルティング・アウトソ
ーシング・フードサー
ビス＆デリバリー・人
材派遣・人材紹介

当会議所会員事業所で、静岡市内の人材紹介・派遣会社を一部ご紹介いたします。



実
施
時
期
：
平
成
28
年
２
月
１
日
〜
24
日

調
査
方
法
：
郵
送
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
方
式

調
査
対
象
：
任
意
抽
出
し
た

　
　
　
　
　

会
員
事
業
所
５
０
０
社

回
答
社
数
：
２
１
６
社（
43・２
％
）

業
種
別
回
答
数
：

建
設
業
19
社
、製
造
業
57
社
、

運
輸
業
20
社
、卸
売
業
22
社
、

小
売
業
25
社
、飲
食
業
３
社
、

宿
泊
業
６
社
、金
融
保
険
７
社
、

医
療
１
社
、福
祉
６
社
、

サ
ー
ビ
ス
27
社
、そ
の
他
23
社

規
模
別
割
合
：

従
業
員
数
50
以
下　
31
社（
14
％
）

従
業
員
数
51
〜
99
人 

74
社（
34
％
）

従
業
員
数
100
人
以
上 

111
社（
52
％
）

⑴
正
規
社
員
の
採
用
予
定

「
採
用
予
定
あ
り
」と
回
答
し
た
事
業
所
が
全

体
の
76
％
と
最
も
高
か
っ
た
。従
業
員
数
50
人

以
下
で
48
％
、51
〜
99
人
で
66
％
、１
０
０
人
以

上
で
91
％
と
、従
業
員
規
模
の
大
き
い
事
業
所

ほ
ど「
採
用
予
定
あ
り
」と
回
答
し
た
割
合
が

高
く
な
っ
た
。

⑵
採
用
の
目
的

採
用
予
定
あ
り
と
回
答
し
た
事
業
所
の
う
ち
、

採
用
目
的
が「
人
材
の
確
保
」と
回
答
し
た
事

業
所
が
全
体
の
85
％
と
最
も
高
く
、従
業
員
規

模
に
関
係
な
く
全
て
の
規
模
に
お
い
て
高
か
っ

た
。次
い
で「
欠
員
の
補
充
の
た
め
」が
33
％
、

「
人
出
不
足
を
緩
和
す
る
た
め
」が
28
％
で
、

「
業
務
拡
大
」の
た
め
の
積
極
的
な
採
用
は
最

も
低
く
16
％
で
あ
っ
た
。

⑶
採
用
す
る
人
材

採
用
予
定
あ
り
と
回
答
し
た
事
業
所
に
お
け

る
採
用
区
分
は
、「
新
卒
者
を
採
用
」す
る
割
合

が
全
体
の
86
％
と
最
も
高
く
、従
業
員
規
模
に

関
係
な
く
全
て
の
規
模
に
お
い
て
高
か
っ
た
。次

い
で「
中
途
採
用
」が
52
％
で
即
戦
力
に
対
す
る

期
待
も
高
く
な
っ
て
い
る
。「
第
２
新
卒
者（
卒

業
後
３
年
以
内
）」の
採
用
は
最
も
低
く
26
％
で

あ
っ
た
。

平
成
28
年
度

採
用
動
向
・
雇
用
環
境 

調
査
結
果

⑴新規社員の採用予定

採用予定なし
18％

未定
6％

採用予定あり
76％

（％）

従業員数
50人以下

従業員数
51～99人

従業員数
100人以上

採用予定
あり従業員規模 採用予定

なし 未定

⑴正規社員の採用予定について

48

66

91

28

5

13

6

4

39

76 18 6全事業所

（％）

従業員数
50人以下

従業員数
51～99人

従業員数
100人以上

新卒者を採用従業員規模 中途採用 第2新卒

⑶採用する人材について（複数回答）

93

73

91

57

50

40

22

26

47

86 52 26全事業所

（％）

従業員数
50人以下

従業員数
51～99人

従業員数
100人以上

人材確保従業員規模 欠員補充 人出不足
緩和

⑵採用の目的について(複数回答）

93

78

88

35

34

20

33

27

20

85 33 28

業務拡大

7

12

19

16全事業所

〈
調
査
要
領
〉

平
成
28
年
度（
平
成
28
年
４
月
）

の
採
用
動
向
に
つ
い
て



⑸
最
近
３
年
間
の
採
用
状
況

採
用
計
画
に
対
す
る
充
足
状
況
に
つ
い
て
、「
計
画
通

り
充
足
で
き
た
」が
全
体
の
50
％
を
占
め
た
が
、反
対

に「
充
足
で
き
な
か
っ
た
」と
の
回
答
も
全
体
の
40
％

あ
っ
た
。従
業
員
が
少
な
い
事
業
所
で
は
も
と
も
と

「
採
用
予
定
が
な
い
」割
合
が
高
く
、従
業
員
51
〜
99

人
の
中
規
模
の
事
業
所
で
は
、「
充
足
で
き
な
か
っ
た
」

割
合
が
、「
計
画
通
り
充
足
で
き
た
」よ
り
も
高
く
な

り
、人
材
の
確
保
に
苦
労
し
て
い
る
状
況
と
な
っ
た
。

⑹
充
足
で
き
な
か
っ
た
理
由

充
足
で
き
な
か
っ
た
理
由
に
つい
て
、「
応
募
が
無

か
っ
た
」が
全
体
の
74
％
と
最
も
高
か
っ
た
。応

募
が
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず「
採
用
基
準
に
満

た
な
か
っ
た
」た
め
不
採
用
が
33
％
、「
内
定
後
に

辞
退
」も
33
％
あ
っ
た
。

⑺
今
後
、力
を
い
れ
た
い
事
業

「
販
売
力・マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
強
化
」が
１
１
９

社
と
最
も
多
く
、次
い
で「
生
産
技
術・生
産
性

の
強
化
」の
70
社
、｢
経
営
管
理
部
門
の
強
化｣

の

60
社
、「
新
事
業
部
門
の
開
拓｣
の
39
社
、｢

商
品

開
発
の
強
化｣

の
38
社
の
順
と
な
っ
た
。

「
そ
の
他
」と
し
て
回
答
が
あ
っ
た
意
見

・
人
材
育
成・資
質
向
上・ス
キ
ル
ア
ッ
プ

・
業
務
品
質
の
向
上・安
全
性
の
強
化

・
社
員
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
浸
透

・
安
定
的
な
人
材
確
保　

・
安
全・安
定
操
業

・
社
内
の
世
代
交
代・技
能
承
継　

・
取
扱
商
品
の
拡
大・充
実

・
地
域
に
根
差
し
た
活
動
推
進
、社
会
的
な
存
在
価
値
向
上

⑷
採
用
し
た
こ
と
が
あ
る

　

人
材
に
つ
い
て

技
術・経
験
を
積
ん
だ
人
材
や
、新
た
な
労
働
力

の
活
用
を
し
た
こ
と
が
あ
る
か
に
つい
て
は
、「
シ

ニ
ア
人
材
」を
40
％
の
事
業
所
が
、「
大
手
企
業

経
験
者
」を
37
％
の
事
業
所
が
活
用
し
た
と
回

答
し
た
。「
外
国
人
」は
従
業
員
規
模
が
大
き
い

事
業
所
ほ
ど
高
い
割
合
と
な
り
、「
い
ず
れ
も
活

用
し
た
こ
と
が
な
い
」は
従
業
員
規
模
の
小
さ
い

事
業
所
で
高
く
な
っ
た
。

生
産
技
術･

生
産
性
の
強
化

経
営
管
理
部
門
の
強
化

新
事
業
部
門
の
開
拓

販
売
力・マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

の
強
化

そ
の
他

商
品
開
発
の
強
化

Ｉ
Ｔ
戦
略

海
外
戦
略

⑸採用計画に対する充足状況

充足でき
なかった
40％

採用予定
なし
10％

計画通り
50％

（％）

従業員数
50人以下

従業員数
51～99人

従業員数
100人以上

計画通り従業員規模 充足でき
なかった

採用予定
なし

⑸最近3年間の採用状況

35

45

58

47

39

35

8

3

30

50 40 10全事業所

（％）

従業員数
50人以下

従業員数
51～99人

従業員数
100人以上

シニア人材従業員規模 大手企業
経験者 外国人

⑷採用したことがある人材について(複数回答）

26

50

38

35

41

3

27

38

26

40 37 29

該当なし

55

28

30

33全事業所

（％）

従業員数
50人以下

従業員数
51～99人

従業員数
100人以上

応募なし従業員規模 基準を
満たさず

内定後に
辞退

（複数回答）

⑹充足できなかった理由(複数回答）

⑺今後、力を入れたい事業

78

80

67

26

42

11

20

49

22

74 33 33全事業所

順位

1

2

3

4

5

6

7

8

件数

119

70

60

39

38

26

19

18

回　答

販売力・マーケティングの強化

生産技術･生産性の強化

経営管理部門の強化

新事業部門の開拓

商品開発の強化

その他

IT戦略

海外戦略

（複数回答）

0
20
40
60
80
100
120
140

119119119

707070
606060

393939 383838
262626 191919 181818



１
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相
談
・

　

経
営
支
援
体
制
の
強
化

⑴
地
域
企
業
の
ニ
ー
ズ
や
課
題
に
対
応
す
る

相
談
支
援
体
制
の
強
化

①
専
門
家
に
よ
る
無
料
相
談
会
の
開
催

【
相
談
件
数
／
３
６
０
件
】

　
（
法
律
、税
務
、情
報
化
、労
務
、特
許
、許
認

可
、司
法
書
士
、不
動
産
鑑
定
士
）

②
静
岡
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
と
の
連
携
に
よ
る

経
営
支
援

③
各
種
セ
ミ
ナ
ー
、講
習
会
の
開
催

【
受
講
者
満
足
度
／
80
％
】

　
（
経
営
、中
小
企
業
会
計
、経
営
分
析
、助
成

金
活
用
、Ｐ
Ｃ
会
計
、新
入
社
員
養
成
、接
客

マ
ナ
ー
、ク
レ
ー
ム
対
応
、メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
）

④
マ
ル
経
資
金
の
利
用
促
進

【
マ
ル
経
資
金
推
薦
件
数
／
１
８
０
件
、マ
ル
経
資
金
推

薦
金
額
／
10
億
円
】

⑤
消
費
税
軽
減
税
率
対
策
窓
口
相
談
事
業
の
実
施

【
セ
ミ
ナ
ー
開
催
回
数
／
９
回
、相
談
件
数
／
８
，０
０
０
件
】

⑥
静
岡
県
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会
と
の

連
携
に
よ
る
経
営
再
建
支
援

【
再
生
計
画
件
数
／
50
件
】

⑦
静
岡
県
経
営
改
善
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携

静
岡
商
工
会
議
所 

平
成
28
年
度
事
業
計
画

に
よ
る
経
営
改
善
支
援

【
経
営
改
善
計
画
申
請
件
数
／
１
２
０
件
】

⑧
静
岡
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の

　

連
携
に
よ
る
事
業
承
継
支
援

【
相
談
件
数
／
１
８
０
件
】

⑨
労
働
保
険
と
建
設
業
一
人
親
方
労
災
保
険
の

加
入
促
進

【
新
規
委
託
事
業
所
数
／
40
社
、一
人
親
方
新
規
加
入

者
数
／
60
人
】

⑵
小
規
模
事
業
者
の
持
続
的
発
展
の
支
援

①
経
営
発
達
支
援
計
画（
Ｈ
27
〜
31
年
度
の
５

年
間
）に
基
づ
く
伴
走
型
小
規
模
事
業
者
支

援
推
進
事
業
の
実
施

・
市
場
情
報
評
価
ナ
ビ
Ｍ
ｉ
ｅ
Ｎ
ａ（
ミ
ー
ナ
）を

用
い
た
商
圏
分
析
支
援

・「
静
岡
商
工
会
議
所
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
ス
ト
リ
ー

ト
」（
産
業
フ
ェ
ア
し
ず
お
か
内
）の
開
催

・「
大
手
流
通
業
者
と
の
個
別
商
談
会（
県
内

複
数
会
議
所
合
同
）」の
開
催

【
商
談
件
数
／
80
件
】

⑶
巡
回
・
窓
口
相
談
の
充
実
に
よ
る
相
談

　

支
援
体
制
の
強
化

①
巡
回
・
窓
口
相
談
の
充
実

【
相
談
件
数
／
１
０
，５
０
０
件
】

２
創
業
支
援
の
強
化

⑴
創
業
し
や
す
い
環
境
整
備
、創
業
者
の

　

発
掘
・
育
成
の
推
進

①
静
岡
市
清
水
産
業
・
情
報
プ
ラ
ザ
と
静
岡
市

産
学
交
流
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
一
元
化
に

向
け
た
運
営
体
制
の
検
討

　

当
商
工
会
議
所
で
は
、平
成
26
年
度
か
ら
３
カ
年
の
活
動
方
針
を
示
し
た
第
２
次
中
期

行
動
計
画
を
策
定
し
、『
地
域
企
業
か
ら
選
ば
れ
る
、存
在
感
あ
る
組
織
』を
目
指
し
、事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。第
２
次
中
期
行
動
計
画
の
最
終
年
度
に
あ
た
る
平
成
28
年
度
事
業

計
画
で
は
、こ
れ
ま
で
の
事
業
実
施
結
果
を
検
証
し
た
上
で
、第
２
次
中
期
行
動
計
画
の

３
本
の
主
要
テ
ー
マ
に
基
づ
き
、具
体
的
な
事
業
計
画
を
立
案
し
ま
し
た
。（
新
規
事
業

（
赤
字
）と
主
な
事
業
の
み
掲
載
）

※

28
年
度
の
目
標
項
目
と
数
値
目
標
は
、【
目
標
項
目
／
数
値
目
標
】で
表
示

②
認
定
特
定
創
業
支
援
事
業「
創
業
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
講
座
、女
性
向
け
創
業
支
援
セ
ミ
ナ

ー
、創
業
個
別
相
談
会
、清
水
産
業
・
情
報
プ

ラ
ザ 

入
居
者
交
流
会
の
開
催

３
経
営
革
新
支
援
の
強
化

⑴
経
営
革
新
や
新
事
業
活
動
に
対
す
る
支
援

①
経
営
革
新
や
新
事
業
展
開
を
目
指
す
企
業

の
支
援
強
化

【
経
営
革
新
承
認
件
数
／
30
件
】

②
経
営
革
新
発
掘
に
係
る
も
の
づ
く
り
専
門
支

援
員
設
置
モ
デ
ル
事
業
の
推
進

４
販
売
促
進
・
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
の
支
援

⑴
販
路
開
拓
や
海
外
展
開
に
対
す
る
支
援

①
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
事
業
の
推
進
に
よ
る

　

販
売
促
進
・
販
路
開
拓
の
支
援

・
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
の
申
請
支
援

【
申
請
件
数
／
２
０
０
件
】

・
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
土
産
品
改
良
・
流
通
促
進

事
業
の
実
施

【
商
談
件
数
／
30
件
】

・
清
水
を
舞
台
に
し
た
小
説
・ア
ニ
メ「
ハ
ル
チ

カ
」を
題
材
と
し
た
商
品
開
発
の
推
進

②
ジ
ェ
ト
ロ
静
岡
、静
岡
県
国
際
経
済
振
興
会（
Ｓ

Ｉ
Ｂ
Ａ
）、静
岡
県
日
中
友
好
協
議
会
、金
融
機

関
等
と
の
連
携
に
よ
る
海
外
展
開
支
援
の
強
化

・
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
利
用
促
進
・
普
及
啓
発
の
た
め
の
説

明
会
の
開
催

・
日
本
食
材
海
外
展
開
支
援
セ
ミ
ナ
ー
、マ
レ
ー

シ
ア
進
出
セ
ミ
ナ
ー
、メ
キ
シ
コ
進
出
セ
ミ
ナ

ー
の
開
催

５
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
支
援

⑴
経
営
環
境
の
変
化
に
対
応
し
た
経
営
改
善

支
援

①
経
営
改
善
計
画
の
策
定
に
関
す
る
支
援

⑵
危
機
管
理
対
策
へ
の
支
援

①
Ｂ
Ｃ
Ｐ
個
別
相
談
会
の
開
催

【
相
談
件
数
／
10
件
】

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
普
及
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

６
人
材
の
育
成
支
援

⑴
雇
用
の
維
持
・
安
定
化
へ
の
支
援

①
会
員
企
業
の
人
材
確
保
支
援
事
業
の
実
施

・
静
岡
県
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
人
材
戦
略
拠
点

事
業
の
実
施

・「
会
員
企
業
と
首
都
圏
学
生
・
求
職
者
と
の

交
流
会
型
説
明
会
」の
開
催

・
市
内
高
校
同
窓
会
と
連
携
し
た
冊
子「
静
岡

で
働
こ
う
」の
発
行
支
援

・
地
元
大
学
・
専
門
学
校
・
高
校
で
の
出
張
就
活

相
談
事
業（
説
明
会
）の
実
施

・
求
人
情
報
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
、情
報
開
示

・「
静
岡
市
内
就
職
イ
ベ
ン
ト
情
報
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
」の
制
作

・
し
ず
お
か
産
学
就
職
連
絡
会
へ
の
参
画
・
活
用

②
静
岡
県
後
継
者
バ
ン
ク
事
業
の
実
施

【
登
録
起
業
家
数
／
１
０
０
名
】

③
ジ
ョ
ブ・カ
ー
ド
制
度
の
普
及
促
進

・
新
制
度（
企
業
内
人
材
育
成
推
進
助
成
金
）

の
普
及

⑵
各
種
検
定
試
験
の
普
及
拡
大

①
各
種
検
定
試
験
の
実
施

【
受
験
者
数
／
７
，０
０
０
名
】

②
検
定
対
策
講
習
会（
簿
記
２
級
・３
級
、販
売

士
養
成
・
資
格
更
新
）の
開
催

７
も
の
づ
く
り
の
支
援
と

　

地
域
資
源
の
活
用

⑴
地
域
資
源
の
活
用
に
よ
る
新
商
品
開
発
、

事
業
化
に
対
す
る
支
援

①
産
学
官
連
携
を
通
じ
た
新
事
業
の
推
進

・
産
業
開
発
振
興
機
構
の
運
営
に
よ
る
企
業
の

新
技
術
開
発
支
援
、新
事
業
創
出
支
援
、事
業

化
テ
ー
マ
の
発
掘
、研
究
成
果
の
事
業
化
推
進

【
新
規
開
発
品
数
／
１
件
】

・
女
性
経
営
者
や
若
手
起
業
家
を
中
心
と
し
た

静岡商工会議所 平成28年度事業計画・収支予算

地
域
企
業
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

に
応
じ
た
総
合
パ
ッ
ケ
ー
ジ
支
援

Ⅰ
企
業
づ
く
り



　

コ
ト
づ
く
り
研
究
会
の
運
営

・
静
岡
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
等
と
の
訓
練
・
人
材

育
成
に
係
る
意
見
交
換
会
の
開
催

・
静
岡
大
学
工
学
部
等
と
の
連
携
に
よ
る
企
業

と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援

・
静
岡
県
立
大
学
と
の
連
携
に
よ
る「
10
年
後

の
地
域
産
業
を
語
る
」の
開
催

　
（
静
岡
県
立
大
学
創
立
30
周
年
記
念
事
業
の

一
環
と
し
て
開
催
予
定
）

・
静
岡
市
海
洋
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
協
議
会
の
設

立
・
運
営

②
産
学
連
携
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
に
よ
る
巡
回
相
談

【
巡
回
件
数
／
１
５
０
件
】

③
地
域
資
源
を
活
用
し
た
も
の
づ
く
り
へ
の
支
援

・「
第
３
回
駿
河
も
の
づ
く
り
・
伝
統
産
業
フ
ェ

ア
」の
開
催

・
製
造
現
場
改
善
支
援
事
業
の
実
施
及
び
優

良
成
果
企
業
へ
の
表
彰

【
支
援
件
数
／
10
件
】

・
静
岡
モ
ノ
づ
く
り
改
革
技
術
研
究
会
の
運
営

⑵
６
次
産
業
化
の
推
進

①「
し
ず
お
か
農
商
工
連
携
交
流
会
・
個
別
商
談

会
」の
開
催

　
１
都
市
基
盤
の
整
備
促
進

⑴
都
市
基
盤
整
備
や
物
流
機
能
強
化
に

　

向
け
た
提
言
要
望
活
動

①
中
部
横
断
自
動
車
道
の
整
備
促
進
・
利
活
用

の
検
討（
甲
信
地
域
と
の
経
済
連
携
の
推
進
）

②
基
幹
道
路
等
の
整
備
促
進

③
沿
岸
部
お
よ
び
清
水
港
の
地
震
・
津
波
対
策

の
促
進

⑵
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
、エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

等
の
推
進

①「
ち
び
ま
る
子
ち
ゃ
ん
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
」

に
基
づ
く
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業
の
推
進

（
清
水
地
区
）

２
賑
わ
い
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

⑴
静
岡
・
清
水
中
心
市
街
地
の
賑
わ
い
創
出

支
援

①
中
心
市
街
地
活
性
化
の
た
め
の
事
業
展
開

・
静
岡
市
中
心
市
街
地
活
性
化
協
議
会
の
運
営

・
静
岡
市
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画（
Ｈ

28
〜
32
年
度
の
５
年
間
）の
進
捗
管
理

②
中
心
市
街
地
の
回
遊
性
向
上
に
向
け
た
対
応

強
化

・
中
心
市
街
地
に
お
け
る
駐
車
場
・
駐
輪
場
の

再
整
備
や
自
転
車
の
利
用
促
進
に
向
け
た
取

組
み
支
援

・
中
心
市
街
地
の
主
要
交
差
点
に
お
け
る
平
面

横
断
化
の
推
進

③
中
心
商
店
街
、関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携

強
化

・
Ｉ
Ｌ
ｏ
ｖ
ｅ
し
ず
お
か
協
議
会
、ま
ち
づ
く
り

支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
へ
の
協
力

・
静
岡
市
清
水
商
店
街
連
盟
の
運
営

・
清
水
七
夕
ま
つ
り
、清
水
巴
川
灯
ろ
う
ま
つ
り

の
実
施
協
力

・
ア
ニ
メ
や
コ
ス
プ
レ
等
の
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
を
主

軸
と
し
た
地
域
資
源
の
活
用

⑵
周
辺
商
店
街
や
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
エ
リ

ア
の
活
性
化
支
援

①
中
心
商
店
街
・
周
辺
商
店
街
・
大
型
店
と
の
連

携
強
化

・「
２
０
１
６
駿
府
秋
の
わ
く
わ
く
祭
」の
企
画
・

運
営

【
参
加
商
店
街
・
大
型
店
数
／
55
】

②「
清
水
港
フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
６
」の
開
催

③
ま
ち
ゼ
ミ
の
開
催

④
静
岡
・
清
水
中
心
商
店
街
の
通
行
量
・
来
街
者

調
査
の
実
施

３
港
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

⑴
清
水
港
の
港
湾
機
能
強
化
の
推
進

①
清
水
港
整
備
促
進
要
望
活
動
の
実
施

②
清
水
港
利
用
促
進
協
会
ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス
、清

水
港
客
船
誘
致
活
動
へ
の
協
力

⑵
清
水
港
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
の
賑
わ
い

創
出

①
海
洋
文
化
拠
点
づ
く
り
推
進
特
別
委
員
会
の

運
営

②
海
の
み
ら
い
静
岡
友
の
会
の
運
営
、「
海
で
つ

な
が
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０
１
６
」の
事
業
推
進

③
魅
力
あ
る
清
水
を
創
る
会
の
運
営

　
４
家
康
公
を
核
と
し
た

　

地
域
活
性
化
の
推
進

⑴
家
康
公
顕
彰
事
業
の
実
施

①
全
国
家
康
公
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
設
立
・
運
営

②「
徳
川
家
臣
団
大
会
２
０
１
６（
Ｈ
28
．４
）」の

開
催

③
駿
府
城
を
愛
す
る
会
の
運
営

④
二
峠
六
宿
道
旅
推
進
実
行
委
員
会
、静
岡
祇

園
山
笠
実
行
委
員
会
へ
の
参
画

⑤「
余
ハ
此
處
ニ
居
ル
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施

【
開
発
件
数
・
商
品
化
件
数
／
25
件
】

⑥
徳
川
み
ら
い
学
会
の
運
営

【
会
員
数
／
法
人
１
２
０
、個
人
６
０
０
名
】

５
交
流
人
口
拡
大
へ
の
取
組
み

⑴
各
種
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の
誘
致
活
動
強
化

①「
第
18
回
日
本
・ス
ペ
イ
ン
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（
Ｈ

28
．４
）」の
開
催
協
力

⑵
観
光
拠
点
の
整
備
促
進
お
よ
び
観
光
メ
ニ

ュ
ー
の
開
発
・
情
報
発
信

①
観
光
地
域
づ
く
り
の
推
進

・
静
岡
県
中
部
地
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
推
進
機
構（
仮
称
）

設
立
へ
の
支
援

・
オ
ー
ル
静
岡
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
致
推
進
会
議
へ

の
参
画

②
観
光
拠
点
の
整
備
促
進

・
三
保
松
原
、日
本
平
、歴
史
文
化
施
設
等
の

整
備
促
進
要
望
活
動
の
実
施

・
次
郎
長
生
家
を
活
か
す
ま
ち
づ
く
り
の
会
へ

の
協
力

③
観
光
メ
ニュ
ー
の
開
発
・
商
品
化
・Ｐ
Ｒ
支
援

・「
ハ
ル
チ
カ
」聖
地
巡
礼
マ
ッ
プ
の
作
成
、ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
の
実
施

・
静
岡
市
フ
ィ
ル
ム
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
運
営
協
議
会

の
運
営

④
静
岡
伝
統
芸
能
振
興
会
の
運
営
、踊
り
観
賞

会
の
開
催
、新
人
芸
妓
の
募
集
・
育
成

　
１
会
員
満
足
度
の
向
上
と
組
織
強
化

⑴
行
政
要
望
活
動
の
充
実
強
化
お
よ
び
会
員

と
の
意
見
交
換
体
制
の
整
備

①
提
言
要
望
活
動
の
充
実
強
化

②
会
員
と
の
意
見
交
換
体
制
の
整
備
と
カ
ル
テ

情
報
の
活
用

・「
会
員
な
ん
で
も
相
談
窓
口
」の
運
営

・「
新
春
会
員
の
集
い
」、「
会
員
サ
ロ
ン
」、「
大

規
模
工
場
長
と
の
交
流
会
」の
開
催

⑵
地
域
へ
の
情
報
発
信
の
強
化

①
広
報
誌「
Ｓ
ｉ
ｎ
ｇ
」、「
Ｂ
ｉ
ｚ
サ
ポ
ー
ト
」の

編
集
・
発
行

【
Ｓ
ｉｎｇ
掲
載
事
業
所
数
／
４
０
０
社
】

②
新
規
入
会
勧
奨
の
強
化

　
２
効
果
的
な
事
業
運
営
体
制
の
構
築

⑴
事
業
や
組
織
体
制
の
見
直
し
に
よ
る
効
果

的
な
事
業
運
営
体
制
の
構
築

①
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
基
づ
く
中
期
行
動
計
画

の
推
進

・
第
３
次
中
期
行
動
計
画
の
策
定

②
業
務
棚
卸
の
実
施

③
静
岡
事
務
所
会
館
建
替
の
検
討

　
３
財
政
基
盤
の
強
化

⑴
財
政
基
盤
の
保
持
・
強
化

①
生
命
共
済
制
度
・そ
の
他
保
険
制
度
へ
の
加
入
促
進

【
生
命
共
済
加
入
事
業
所
数
／
１
，３
０
０
社
、そ
の
他

保
険
制
度
新
規
加
入
事
業
所
数
／
20
社
】

②
ビ
ジ
ネ
ス
総
合
保
険
制
度
へ
の
加
入
促
進

４
職
場
環
境
の
整
備
と

　

職
員
の
資
質
向
上

⑴
総
合
的
な
人
事
考
課
制
度
の
確
立

⑵
職
員
の
育
成
・
研
修
体
制
の
整
備
お
よ
び

有
資
格
職
員
の
増
加

静岡商工会議所 平成28年度事業計画・収支予算

都
市
の
魅
力
向
上
と
賑
わ
い
あ
る

ま
ち
づ
く
り
へ
の
取
組
み

Ⅱ
地
域
づ
く
り

会
員
満
足
度
の
向
上
と

組
織
・
財
政
基
盤
の
強
化

Ⅲ
基
盤
づ
く
り



静岡商工会議所 平成28年度事業計画・収支予算

支出の部
809,572千円

収入の部
809,572千円

平
成
28
年
度
収
支
予
算

●一般会計
●法定台帳関係費特別会計
●小規模事業経営支援事業費特別会計
●会館運営特別会計
●特定退職金共済制度特別会計
●静岡県中小企業再生支援事業

●地域産業支援事業（企業づくり）
●地域経済振興事業（地域づくり）
●会員支援・交流事業
●検定事業
●組織運営事業

●地域産業支援事業
●地域経済振興事業
●会員支援・交流事業
●検定事業
●組織運営事業

100,909千円
2,945千円

・・・・・・・ 107,112千円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 28,166千円

・・・・・・・・・・・・・・・ 36,361千円

81,868千円
21,706千円
56,695千円
12,028千円
53,662千円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 809,572千円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 19,183千円

・・・・・ 243,174千円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 78,712千円

・・・・・・・・・・・・・・・・ 26,300千円
・・・・・・・・・・・・・・ 164,745千円

●静岡県経営改善支援センター事業
●静岡県事業引継ぎ支援センター事業
●静岡県よろず支援拠点事業
●静岡市清水産業・情報プラザ指定管理事業
●退職給与積立金特別会計

・・・・・・・・・ 200,380千円
・・・・・・・・ 61,574千円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 75,438千円
 80,136千円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 299,767千円

2,058,981千円総合計

会費

事業費

繰越金

管理費
事業収入

雑収入

予備費

繰出金

交付金

182,600千円
（22.6%）

381,357千円
（47.1%）

233,407千円
（28.8%）

152,182千円
（18.8%）

42,626千円
（5.3%）

147,103千円
（18.2%）

275,493千円
（34.0%）

36,816千円
（4.5%）

繰入金
7,479千円
（0.9%）

160,081千円
（19.8%）

●静岡市中心市街地活性化協議会
●ジョブ・カードセンター
●消費税転稼対策事業
●伴走型小規模事業者推進事業
●プロフェッショナル人材戦略拠点事業

16,400千円
75,400千円
5,250千円
3,348千円
55,000千円

●人件費
●福利厚生費
●旅費交通費
●事務費
●会議費
●渉外費
●公課分担金

134,904千円
23,158千円
700千円

28,409千円
475千円
1,270千円
44,491千円

＜一般会計＞

予
算
規
模

※「労働保険料特別会計」、「特定退職金共済制度特別会計」の保険料及び退職給付金は、含まれておりません。

　

静
岡
市
に
春
の
訪
れ
を
告
げ
る「
第
60
回
静
岡
ま
つ
り（
４
月
１
日
㈮
〜
３
日
㈰
）」と「
平
成

28
年
静
岡
浅
間
神
社
廿
日
会
祭（
４
月
１
日
㈮
〜
５
日
㈫
）」へ
の
協
賛
金
の
ご
協
力
、誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
企
業・団
体
の
皆
様
は
左
記
の
通
り
で
す
。

戦略拠点事業 55,000千円

静
岡
市
に
春
の
訪
れ
を
告
げ
る「
第
60
回
静
岡
ま
つ
り（
４
月
１
日
㈮
〜
３
日
㈰
）」と「
平
成

8
年
静
岡
浅
間
神
社
廿
日
会
祭（
４
月
１
日
㈮

５
日
㈫
）」へ
の
協
賛
金
の
ご
協
力
、誠
に

静
岡
ま
つ
り・廿
日
会
祭
ご
協
賛
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

に
春
の
訪
れ
を
告
げ
る「
第
0
回
静
岡
ま

つ
り・廿廿廿廿
日
会会会会会会
祭祭祭祭
ご
協
賛

は

つ

か

え

さ

い

あ
い
ネ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
／
㈱
ア
イ
ワ
不
動
産
／
㈱
青
山
工
務
店
／
赤
帽
静
岡
県
軽
自
動
車
運
送
協
同
組
合

ア
ク
サ
生
命
保
険
㈱
静
岡
支
社
／
旭
産
業
㈱
／
ア
ス
テ
ィ
静
岡
／
㈲
飯
塚
印
刷
／
㈱
石
川
四
方
蔵
商
店
／
㈱
市
川
園

市
川
土
木
㈱
／
㈱
稲
葉
商
店
／
稲
森
パ
ー
キ
ン
グ
／
㈱
宇
式
通
信
シ
ス
テ
ム
／
㈱
ウ
ッ
デ
ィ
ジ
ョ
ー
／
㈱
ヴ
ィ
ノ
ス
や
ま
ざ
き

Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
日
興
証
券
㈱
静
岡
支
店
／
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
静
岡
支
店
／
Ｎ
Ｄ
Ｓ
㈱
静
岡
支
店
／
㈱
エ
ヌ･

ビ
ー
中
根
屋

㈱
大
村
洋
品
店
／
㈱
小
柳
津
清
一
商
店
／
神
谷
木
材
㈱
／
河
辺
商
事
㈱
／
㈱
岳
南
木
工
商
会
／
木
内
建
設
㈱

起
立
木
工
㈱
／
久
保
田
建
装
㈱
／
㈱
小
糸
製
作
所
／
㈱
小
山
園
茶
舗
／
コ
ロ
ナ
工
業
㈱
／
㈲
近
藤
リ
ー
ス
／
㈱
薩
川
組

三
興
商
事
㈱
／
㈱
サ
ン
タ
モ
ン
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
／
三
和
酒
造
㈱
／
㈱
静
岡
朝
日
テ
レ
ビ
／
静
岡
英
文
印
刷
㈱

静
岡
駅
ビ
ル
パ
ル
シ
ェ
／
静
岡
ガ
ス
㈱
／
㈱
静
岡
銀
行
／（
一
財
）静
岡
経
済
研
究
所
／
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
・
静
岡
県
信
連

（
一
社
）静
岡
建
設
業
協
会
／（
公
社
）静
岡
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
／
㈱
静
岡
コ
ピ
ー
セ
ン
タ
ー
／
静
岡
市
商
店
会
連
盟

静
岡
市
水
産
物
商
業
協
同
組
合
／
静
岡
市
農
業
協
同
組
合
／
静
岡
商
工
会
議
所
／
静
岡
新
聞
社
・
静
岡
放
送

し
ず
お
か
信
用
金
庫
／
静
岡
青
果
物
商
業
協
同
組
合
／
㈱
静
岡
第
一
テ
レ
ビ
／
㈱
静
岡
中
央
銀
行
静
岡
支
店

静
岡
中
央
タ
ク
シ
ー
㈱
／
静
岡
鉄
道
㈱
／
静
岡
東
海
証
券
㈱
／
静
岡
ト
ヨ
タ
自
動
車
㈱
／
静
岡
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
㈱

静
岡
中
島
屋
ホ
テ
ル
チ
ェ
ー
ン
／
静
岡
の
ぞ
み
法
律
特
許
事
務
所
／
静
岡
ビ
ル
保
善
㈱
／
静
岡
平
和
タ
ク
シ
ー
㈱

㈱
静
岡
リ
ビ
ン
グ
新
聞
社
／
静
銀
テ
ィ
ー
エ
ム
証
券
㈱
／
静
鉄
建
設
㈱
／
㈱
静
鉄
ス
ト
ア
／
静
鉄
タ
ク
シ
ー
㈱

司
法
書
士
下
田
代
博
之
事
務
所
／
司
法
書
士
法
人
フ
ジ
ワ
ラ
／
清
水
エ
ル
・
エ
ヌ
・
ジ
ー
㈱
／
㈱
清
水
銀
行

㈱
シ
ャ
ン
ソ
ン
化
粧
品
／
㈱
正
悦
／
㈱
シ
ラ
ト
リ
／
新
興
港
運
㈱
／
新
生
自
動
車
販
売
㈱
／
㈲
寿
し
幸
本
店

㈱
鈴
木
塗
装
工
務
店
／
鈴
与
㈱
／
ス
タ
ー
精
密
㈱
／
ス
ル
ガ
銀
行
㈱
／
駿
府
静
岡
か
ら
く
り
時
計
実
現
会
議

駿
府
楽
市
／
靜
甲
㈱
／
せ
い
さ
工
材
㈱
／
静
清
信
用
金
庫
／
清
和
海
運
㈱
／
第
一
建
設
㈱
／
大
日
三
協
㈱

㈱
大
丸
松
坂
屋
百
貨
店
松
坂
屋
静
岡
店
／
大
和
証
券
㈱
静
岡
支
店
／
大
和
製
罐
㈱
清
水
工
場
／
田
中
産
商
グ
ル
ー
プ

㈱
田
中
忠
雄
建
築
設
計
事
務
所
／
㈱
田
丸
屋
本
店
／
㈱
タ
ミ
ヤ
／
お
べ
ん
と
う
の
竹
酔
／
中
央
静
岡
ヤ
ク
ル
ト
販
売
㈱

中
央
精
工
㈱
／
中
部
電
力
㈱
静
岡
営
業
所
／
㈱
テ
レ
ビ
静
岡
／
㈱
Ｄ
Ｒ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
第
一
倉
庫
㈱

㈱
電
通
東
日
本
静
岡
支
社
／
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｉ
グ
ル
ー
プ
／
㈱
東
海
軒
／
東
海
澱
粉
㈱
／
東
光
ガ
ー
ド
㈱
／
㈱
巴
川
製
紙
所

ト
ヨ
タ
エ
ル
ア
ン
ド
エ
フ
静
岡
㈱
／
ト
ヨ
タ
カ
ロ
ー
ラ
静
岡
㈱
／
永
田
部
品
製
造
㈱
／
ナ
ガ
ハ
シ
印
刷
㈱
／
夏
目
電
気
工
業
㈱

日
興
美
術
㈱
／
㈱
日
本
平
ホ
テ
ル
／
日
本
通
運
㈱
静
岡
支
店
／
日
東
富
士
製
粉
㈱
静
岡
工
場
／
㈱
野
桜
本
店

野
村
證
券
㈱
静
岡
支
店
／
は
ご
ろ
も
フ
ー
ズ
㈱
／
㈱
長
谷
川
電
機
／
平
井
工
業
㈱
／
㈱
ピ
ー
エ
ー
シ
ー
／
藤
田
電
気
㈱

不
二
木
材
工
業
㈱
静
岡
営
業
所
／
㈱
フ
タ
バ
コ
ー
ケ
ン
／
平
和
み
ら
い
㈱
／
ホ
テ
ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
静
岡

㈱
松
岡
カ
ッ
タ
ー
製
作
所
／
㈱
マ
ツ
ナ
ガ
／
松
林
工
業
薬
品
㈱
／
丸
徳
商
事
㈲
／
医
療
法
人
社
団
リ
ラ
溝
口
病
院

三
井
住
友
建
設
㈱
静
岡
支
店
／
㈱
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
静
岡
支
店
／
宮
澤
電
池
産
業
㈱
／
㈱
村
上
開
明
堂

㈱
や
す
い
軒
／
㈱
ヤ
マ
シ
タ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
／
学
生
服
の
や
ま
だ
／
㈱
や
ま
だ
い
ち
／
㈱
大
和
屋
／
㈱
友
成
機
工

理
研
軽
金
属
工
業
㈱
／
菱
和
設
備
㈱
／
和
信
化
学
工
業
㈱　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
十
音
順
）



平成28年度  静岡商工会議所事務局のご案内

静岡事務所

清水事務所

専務理事の選任および組織の変更を行いましたので、ご案内いたします。

昭和55年静岡市役所採用。平成24年度から経済局長、平成26年度
から葵区長。昭和30年生まれ、60歳。

人事管理、定款・諸規程の制定・改廃、災害発生時対応マニュアルの
運用、会議室等会館運営・管理、静岡事務所会館立替の検討、庶務、
正副会頭会議、常議員会、議員総会、新春会員の集い、優良従業員表
彰、徳川家康公顕彰事業

TEL353-3401

中期行動計画の運営管理、事業計画の進捗管理、政策提言活動、行政
要望、会頭コメント等の作成、中部地区商工会議所との交流、地域経済
団体との交流、エコアクション２１の管理、部会統括運営、ＨＰ管理、広報、
所内情報管理・運営、会報誌の発行、事務事業棚卸、記者懇談会、中部
地区４商工会議所正副会頭懇談会、中部地域商工懇話会、行政連絡会

専門サービス部会、総務委員会、全
国家康公ネットワーク、徳川みらい学
会

経営相談、創業支援・経営革新支援、ビジネスｅパスポートの運営、パソ
コン教室運営、ブランド商品の育成支援、ＢＣＰ策定支援、６次産業化
推進、地区巡回統括、会員なんでも相談、補助金申請受付（持続化、創
業、ものづくり等）、ものづくり専門支援員設置モデル事業、経営発達支
援事業、伴走型小規模事業者経営発達支援推進事業、消費税軽減
税率対策窓口相談事業

建設部会（主）、中小企業対策委員会、
食文化みらい創造推進特別委員会、静
岡県中小企業再生支援協議会、静岡
県経営改善支援センター、静岡県事業
引継ぎ支援センター、静岡県よろず支援
拠点、経営研究会、シーズネットワーク

経営相談（金融・労働）、マル経資金、経営安定特別相談室、労働保
険、施策普及、小規模企業共済、経営セーフティー、ＰＬ保険、調査事業
（雇用・採用状況、景況、ＬＯＢO）、マル経審査会運営

静岡県労働保険事務組合連合会、
労働保険事務組合静岡地区協議会

国際化への取組み支援、港湾・貿易振興、清水港の整備促進、高規格
自動車道の整備促進、地域関連開発事業促進、東静岡地区新拠点
整備事業の推進、日本平の総合整備促進、まつり・イベントの開催支
援、まちづくり支援、ＴＰＰ利用促進、普及啓発、産業振興・地方創生部
庶務、清水港利用促進協会関連、原産地証明、清水港フラワーフェス
タ、中部横断自動車道経済懇談会

港湾・交通運輸部会、観光・飲食部会
（副）、地域活性化委員会、海洋文化
拠点づくり推進特別委員会、静岡国際
貿易経済協議会、静岡県日韓親善協
会、清水みなと祭り総務委員会財務部
会、静岡市伝統芸能振興会、魅力ある
清水を創る会、海のみらい静岡友の会

清水産業情報プラザ指定管理、創業個別相談会、創業講習会、創業
者育成室入居者交流会、産学官交流会、製造現場改善支援事業、創
業者育成室入居審査会

清水産業情報プラザ運営委員会、製
造業部会（主）

清水事務所庶務、会館管理、経理処理全般、会員サービス課業務（共
済、検定等）

清水みなと祭り財務委員会（経理）

新産業振興、新技術・新事業振興、産学連携、工業所有権取得手続
き、工業所有権審査会、大規模工場長との交流会、駿河ものづくり・伝
統産業フェア

製造業部会（主）、１０年後の地域産
業を語る会、新産業開発振興機構、
しみず新事業創出研究会、静岡モノ
づくり改革技術研究会

経理事務、予算・決算書作成、資金運用、給与計算、補助金申請、備
品・消耗品の管理、外郭団体経理事務

金融部会

会員管理（入退会・会費請求）、会員増強、特商管理、検定事業・共済
事業、会員サービス事業、会員サロン、検定対策講習会

卸商業部会、会員サービス委員会、日
本珠算連盟静岡支部

情報文化部会、総合政策委員会、
SSシティー構想推進協議会

大場 知明　専務理事　（H28.4月～）

部　署

総務部

中小企業
相談所

産業振興・
地方創生部

総務部

総務係

企画広報室

経理係

金融労働係

商業・商店街振興、見本市・展示会の支援、商工振興委員管理、容器
包装リサイクル、公害被害補償制度、静岡市まちづくり支援センター関
連、指導員研修管理、小規模補助金申請、中小企業相談所庶務、駿
府秋のわくわく祭、通行量来街者調査、静岡市中心市街地活性化協
議会、大手流通業者との個別商談会、しずおか農商工連携交流会

小売商業部会（主）、製造業部会
（副）、青年部（副）、女性会（主）、静
岡大型店スーパーマーケット連絡会、
静岡まつり財務委員会

商工振興係

観光振興事業、外国人誘客、インバウンドの推進、しずおかwi-fiパラダイ
スの推進、「余ハ此処ニ居ル」プロジェクト、徳川家康公顕彰事業

観光飲食部会（主）、静岡市フィルムサ
ポーター運営協議会、駿府城を愛する会観光振興係

経営改善普及事業全般、商業・商店街振興、まちづくり支援、I loveし
ずおか協議会関連

　七間町出張所

運営管理係

産業振興係

新産業係

マーケティング
支援室

清水統括係

総務企画課

新産業課

総務企画課

会員
サービス課

経理課

産業振興課

雇用の維持・安定化支援、地域企業人材確保支援、新規学卒者就職
支援、U・I・Jターン促進支援、首都圏学生向け就職支援交流会、地元
学生向け中小企業経営者との懇談会、出張就活相談事業、求人情
報・就活イベントの情報発信、就職支援誌制作・配布

静岡県地域ジョブ・カードセンター、静
岡県プロフェッショナル人材戦略拠
点、しずおか産学就職連絡会就職支援係就職支援課

静岡支所
経営支援課

静岡支所
商工振興課

経営相談、商業・商店街振興、商工振興委員、容器包装リサイクル、公
害被害補償制度、駿府秋のわくわく祭、清水七夕まつり、灯ろうまつり、
静岡市中心市街地活性化協議会、大手流通業者との個別商談会、し
ずおか農商工連携交流会

小売商業部会（副）、青年部（主）、女
性会（副）、静岡市清水商店街連盟、
清水七夕まつり実行委員会、清水灯
ろうまつり実行委員会

経営相談（金融・労働）、マル経資金、労働保険、経営安定特別相談
室、小規模企業共済、経営セーフティー、ＰＬ保険、調査事業（雇用・採
用状況、景況、ＬＯＢO）、中小企業相談所清水支所庶務、創業ステップ
アップ講座、静岡経営塾

生活関連サービス部会、建設部会
（副）、異業種企業交流会、静清工業
用水道協力会

中小企業
相談所

地域振興係

経営支援係

清水支所
経営支援課

主な業務内容

静岡市清水産業・情報プラザ静岡商工会議所会館

所管団体等

部　署 主な業務内容 所管団体等

おお　　ば とも　あき

会員
サービス係

総務企画課 TEL253-5111　会員サービス課 TEL253-5112
中小企業相談所 TEL253-5113



満
足
し
て
い
る 

　
　
　
　
　
　
　

31
％

や
や
満
足
し
て
い
る 

　
　
　
　
　

46
％

や
や
物
足
り
な
い 

　
　
　
　
　
　

20
％

物
足
り
な
い 

　
　
　
　
　
　
　
　

3
％

設
問
１
‥
静
岡
商
工
会
議
所
の
活
動
を
ど
の

よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
か
。

「
満
足
」と
一
定
の
評
価
を

し
て
い
る
方
が
約
８
割

設
問
２
‥
こ
れ
ま
で
に
静
岡
商
工
会
議
所
へ

来
ら
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

設
問
３
‥
こ
れ
ま
で
に
当
会
議
所
職
員
が

貴
社
を
訪
問
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

会
員
事
業
所
へ
の
訪
問
は
約
５
割

８
割
以
上
の
会
員
の
方
が
来
所

・
県
内
新
卒
学
生
が
県
内
中
小
企
業
に
興

味
を
持
つ
よ
う
、直
接
学
生
へ
働
き
か
け
を

し
て
も
ら
い
た
い
。

・
求
職
者
と
出
会
え
る
機
会
を
増
や
し
て
ほ

し
い
。

・
会
社
同
士
の
マッ
チ
ン
グ
を
積
極
的
に
行
っ

て
ほ
し
い
。

・
繁
盛
し
て
い
る
会
社
が
ど
ん
な
経
営
を
し

て
い
る
の
か
わ
か
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て

も
ら
い
た
い
。

・
中
小
企
業
に
対
す
る
税
制
優
遇
に
つ
い
て

具
体
的
な
話
を
聞
き
た
い
。

設
問
６
‥
設
問
５
に
関
す
る
具
体
的
な
ご
意
見

〈
抜
粋
〉

・
県
外・市
外
か
ら
よ
り
多
く
の
観
光
客
を
呼
び

込
め
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
って
ほ
し
い
。

設
問
７
‥
家
康
公
顕
彰
事
業
や
歴
史
文
化
施
設

（
博
物
館
）の
建
設
な
ど
、今
後
の
静
岡
市
の
歴
史

文
化
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
ご
意
見　
〈
抜
粋
〉

設
問
４
‥
貴
社
が
利
用
し
た
、ま
た
は
利
用
し

た
こ
と
が
あ
る
当
会
議
所
の
事
業・サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。（
複
数
回
答
あ
り
）

講
習
会・セ
ミ
ナ
ー・視
察
会
へ
の

参
加
が
ト
ッ
プ

１
．実
施
時
期

平
成
28
年
２
月
１
日
〜
15
日

２
．調
査
方
法

郵
送
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
方
式

３
．調
査
対
象

任
意
抽
出
し
た
会
員
事
業
所

１
３
０
０
社

４
．回
答
社
数

３
８
３
社（
回
答
率
２
９・５
％
）

回答事業所の内訳
◆業種別
製造業

◆従業員規模別

小売業

建設業

卸売業

サービス業

その他

合　計

5人以下

6人～20人

21人～50人

51人～100人

101人～300人

301人以上

合　計

（社） （社）

75

46

68

42

152

0

383

98

77

43

94

52

19

383

平
成
27
年
度

会
員

ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
結
果

ご
要
望
に
つ
い
て

・
静
岡
県
経
済
、特
に
中
部
地
区
の
活
性
化
の

た
め
、産・学・官
の
連
携
が
今
こ
そ
必
要
で
す
。

・
静
岡
の
来
街
者
を
増
や
す
な
ら
ア
ク
セ
ス

を
良
く
す
る
べ
き
。鉄
道・バ
ス・自
動
車・

駐
車
場
の
充
実
を
。

・
こ
れ
か
ら
の
都
市
計
画
は
、海
か
ら
み
ち
づ

く
り
を
す
る
。港
全
体
が
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
の

で
、コ
ン
テ
ナ
の
通
路
で
は
だ
め
。海
が
富
を

運
ん
で
く
る
。

・
障
害
者・高
齢
者・子
育
て
世
代
に
優
し
い

行
政
に
な
っ
て
ほ
し
い
。申
請
書
類
の
簡
略

化
を
お
願
い
し
た
い
。

あ
る　
　
　
　

52
％　

な
い　
　
　
　

48
％

あ
る　
　
　
　

83
％　

な
い　
　
　
　

17
％

設
問
５
‥
当
会
議
所
に
最
も
力
を
入
れ
て
取

組
ん
で
ほ
し
い
事
業
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。（
複
数
回
答
あ
り
）

「
雇
用
関
連
の
支
援
」の
要
望
が
ト
ッ
プ
、

次
い
で「
各
種
経
営
相
談
の
強
化
」の
順

講
習
会・セ
ミ
ナ
ー・視
察
会

へ
の
参
加

195195195

各
種
会
議・交
流
会
へ
の
参
加

共
済・保
険
制
度
へ
の
加
入

情
報
収
集（
行
政
施
策・各
種

助
成
制
度・調
査
結
果
な
ど
）

106106106

747474 636363

各
種
催
事・イ
ベ
ン
ト
の
実
施
協
力

505050

（件）
200

150

100

50

0

雇
用
対
策・人
材
育
成
へ
の
支
援

130130130

各
種
経
営
相
談
の
強
化

中
小
企
業
施
策・税
制
改
正
な
ど

の
経
営
に
役
立
つ
情
報
発
信

808080
646464

販
売
促
進・販
路
開
拓
の
支
援

626262

商
業
ま
ち
づ
く
り
の
振
興

535353

（件）
140

120

80

100

20

40

60

0

・
家
康
公
が
な
ぜ
こ
の
地
に
長
く
居
住
し
た

の
か
、久
能
山
東
照
宮
が
な
ぜ
あ
の
場
所

に
あ
る
の
か
な
ど
生
ま
れ
育
っ
た
人
間
で

も
知
ら
な
い
人
が
多
い
。情
報
を
発
信
し

続
け
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

・
家
康
公
が
つ
く
っ
た
駿
府
の
街
を
有
機
的

に
つ
な
ぎ
、街
全
体
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク
化
を

希
望
す
る
。そ
こ
に
、食
文
化
や
伝
統
を
調

和
す
る
こ
と
が
出
来
た
ら
、楽
し
い
街
づ
く

り
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

・「
歴
史
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
」な
ら
駿
府
城

だ
け
で
な
く
、ま
ち
の
再
現
も
し
て
ほ
し
い
。

金
沢・京
都
の
満
足
度
が
高
い
の
も
そ
の
点

だ
と
思
う
。

・
天
守
閣
の
復
元
に
は
お
金
が
か
か
る
が
夢

も
あ
る
。官
民
一
体
で
盛
り
上
げ
て
い
く
べ

き
で
す
。

そ
の
他
‥
国・県・市
に
対
し
て
要
望
し
た
い
こ

と
や
、当
会
議
所
の
活
動
に
関
す
る
ご
意
見

〈
抜
粋
〉



　

徳
川
み
ら
い
学
会
の
第
６
回
講
演
会

を
２
月
３
日
㈬
、静
岡
市
民
文
化
会
館

で
開
催
し
ま
し
た
。静
岡
大
学
名
誉
教

授
小
和
田
哲
男
氏
か
ら
、戦
国
三
大
文

化
の
１
つ
で
あ
る
今
川
文
化
が
家
康
公

に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ

き
ま
し
た
。要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

駿
府
の
今
川
文
化
は
、周
防
山
口
の

大
内
文
化
や
越
前
一
乗
谷
の
朝
倉
文
化

と
と
も
に
戦
国
三
大
文
化
と
し
て
知
ら

れ
て
い
ま
す
。そ
の
中
で
も
特
に
今
川

文
化
は
群
を
抜
い
て
先
進
的
な
も
の
で

し
た
。象
徴
的
な
も
の
の
一つ
に
今
川
氏

親
が
制
定
し
た
分
国
法「
今
川
仮
名
目

録
」と
、そ
の
子
義
元
の「
仮
名
目
録
追

加
」が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。甲
斐
の
武
田

氏
の
分
国
法「
甲
州
法
度
之
次
第
」に

も
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

　

駿
河
の
ほ
か
遠
江
と
三
河
ま
で
勢
力

を
伸
ば
し
、東
海
道
を
手
中
に
収
め
た

今
川
家
は
、商
品
流
通
経
済
を
重
視
し

た
国
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。今
川
家

が
財
政
的
に
豊
か
で
あ
っ
た
の
は
、経
済

の
発
展
が
あ
っ
た
た
め
で
す
。

　

そ
の
財
政
力
を
も
っ
て
、文
化
政
策

を
推
進
し
ま
し
た
。公
家
と
の
姻
戚
関

係
を
持
つ
こ
と
で
京
都
風
公
家
文
化
が

駿
府
に
お
い
て
花
開
き
ま
し
た
。ま
た
、

今
川
義
元
を
育
て
た
太
原
崇
孚（
雪

斎
）が
家
臣
に
い
た
こ
と
か
ら
も
臨
済

宗
や
曹
洞
宗
と
いっ
た
禅
宗
系
の
寺
院

が
多
く
禅
宗
文
化
が
根
付
い
た
の
で
す
。

　

８
歳
に
な
る
竹
千
代
が「
人
質
」と

し
て
今
川
家
に
や
っ
て
き
ま
し
た
が
、な

ぜ
今
川
義
元
は
雪
斎
を
竹
千
代
に
つ
け

る
な
ど
、普
通
の
人
質
と
は
違
い
優
遇

し
た
の
か
。こ
れ
に
は
、竹
千
代
を
将
来

今
川
家
の
一
翼
を
担
う
武
将
に
育
て
た

い
と
い
う
想
い
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。子
で
あ
る
今
川
氏
真
を
補

佐
し
て
く
れ
る
年
齢
の
近
い
重
臣
を
望

ん
で
い
た
の
で
は
と
思
わ
れ
ま
す
。

　　
「
人
質
」の
竹
千
代
は
雪
斎
か
ら
四
書

五
経
を
学
び
ま
す
が
、特
に
論
語
と
孟

徳
川
み
ら
い
学
会
第
６
回
講
演
会

子
が
多
い
よ
う
で
し
た
。ま
た
、「
武
辺

咄
聞
書（
ぶ
へ
ん
ば
な
し
き
き
が
き
）」

に
よ
る
と
武
経
七
書
と
呼
ば
れ
る
兵
法

書
も
学
ん
で
い
ま
す
。戦
で
の
戦
略
や

戦
術
の
ほ
か
、為
政
者
と
し
て
上
に
立
つ

も
の
に
必
要
な
事
柄
も
そ
こ
で
学
び
ま

し
た
。例
え
ば「
六
韜（
り
く
と
う
）」に

は「
天
下
は
一
人
の
天
下
に
あ
ら
ず
、す

な
わ
ち
天
下
の
天
下
な
り
」と
い
う
記

載
が
あ
り
ま
す
が
、こ
れ
は
家
康
の
名

言
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

家
康
が
天
下
を
取
り
、武
断
政
治
か

ら
文
治
政
治
に
大
き
く
舵
を
き
っ
た
背

景
に
は
、「
人
質
」時
代
の
駿
府
に
お
け

る
今
川
の
文
化
的
環
境
が
関
係
し
て
い

ま
す
。例
え
ば「
鷹
狩
り
」。武
家
の
も

の
と
思
わ
れ
や
す
い
で
す
が
、本
来
は
公

家
文
化
で
あ
る
鷹
狩
り
を
、「
人
質
」時

代
に
行
って
い
た
の
で
す
。

　

他
に
も「
書
籍
を
刊
行
し
て
世
に
伝
へ

ん
は
、仁
政
の
第
一
な
り
」と「
武
野
燭

談
」に
記
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、家
康
は

伏
見
版・駿
河
版
と
い
わ
れ
る
出
版
事
業

に
力
を
入
れ
ま
し
た
。こ
れ
は
、雪
斎
が

「
聚
分
韻
略（
し
ゅ
う
ぶ
ん
い
ん
り
ゃ
く
）」

及
び「
歴
代
序
略
」と
いっ
た
木
版
を
出

版
し
た
こ
と
に
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

桶
狭
間
の
戦
い
の
後
、今
川
家
は
滅

び
て
い
き
ま
す
が
、家
康
は
儀
式・典
礼

を
司
る
よ
う
な
高
家
と
し
て
今
川
家
を

残
し
ま
し
た
。幼
少
時
代
、義
元
や
雪

斎
か
ら
受
け
た
恩
義
や
教
え
を
終
生

忘
れ
な
い
と
いっ
た
気
持
ち
が
あ
っ
た
の

だ
と
思
い
ま
す
。

「
家
康
公
を
育
ん
だ
駿
府
の
今
川
文
化
」

静
岡
大
学
名
誉
教
授　

小
和
田
哲
男
氏

戦
国
大
名
と
し
て

先
進
的
だ
っ
た
今
川
家

今
川
家
の
文
化
的
環
境
が

家
康
に
与
え
た
影
響

雪
斎
か
ら
学
ん
だ
も
の

家
康
が「
人
質
」と
な
っ
た
理
由

個人・法人会員を随時募集しています。皆さまのご入会をお待ちしております。
〈お問い合わせ〉 徳川みらい学会事務局　〈ＴＥＬ〉 ２８４-９６６０　〈Ｈ　Ｐ〉　徳川みらい学会　検索
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誌 上

経営
相　談

接
点
の
な
い
顧
客
と
関
係
性
を
築
く
に
は
コ
ス
ト
が
か
か
る

自
分
が
最
も
得
意
と
す
る
お
客
さ
ま
を
満
足
さ
せ
、リ
ピ
ー
ト
率
を
上
げ
る

売
上
が
減
少
す
る
な
か
で
、新
し
い
取
り
組
み
を
し
て
い
く
必
要

性
を
感
じ
て
い
ま
す
。売
上
を
上
げ
る
た
め
に
、何
を
す
れ
ば
良

い
で
し
ょ
う
か
？

回 答

POINTモ
ノ
余
り
時
代
の
売
上
向
上
法

生
活
に
必
要
な
も
の
が
揃
い
、

商
品
の
差
別
化
が
難
し
く
な
っ
た

地
域
に
根
ざ
し
、長
く
ビ
ジ
ネ
ス

活
動
を
進
め
る
に
は
？

自
分
が
最
も
得
意
と
す
る

お
客
さ
ま
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

　

静
岡
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
で
は「
売
上
向

上
の
た
め
に
何
を
す
る
べ
き
か
？
」と
い
う
相

談
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

　

そ
し
て
売
上
向
上
の
た
め
に
具
体
的
に
は

「
ど
う
す
れ
ば
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
え
る

の
か
」と
い
う
認
知
の
話
に
移
って
い
き
ま
す
。

　

確
か
に
モ
ノ
が
ま
だ
満
た
さ
れ
て
い
な
い
時

代
に
お
い
て
は
、認
知
は
売
上
の
た
め
に
必
要

で
あ
り
、も
っ
と
も
有
効
な
手
段
の 

一 

つ
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、生
活
に
お
お
よ
そ
必
要
な
も
の
は

揃
い
、商
品
も
差
別
化
が
難
し
く
な
っ
た
現
状

で
は
、昔
の
や
り
方
で
は
難
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

情
報
に
つ
い
て
も
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
出
現

で
私
た
ち
は
相
当
な
量
を
処
理
し
て
い
ま
す
。

正
確
に
言
え
ば
処
理
し
き
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
一 

人
の
顧
客
に
な
って
考
え
て
み
る
と
、実
際

　

で
は
正
し
い
タ
ー
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
グ
は
ど
う
あ
る

べ
き
か
？

　

こ
れ
は
実
は
と
て
も
簡
単
な
こ
と
。「
自
分

が
最
も
得
意
と
す
る
お
客
さ
ま
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

と
す
る
」こ
と
が
基
本
と
な
り
ま
す
。

　

常
に
新
し
い
顧
客
を
開
拓
す
る
の
で
は
な
く
、

顧
客
を
満
足
さ
せ
リ
ピ
ー
ト
率
を
上
げ
る
こ
と

に
よ
り
、売
上
を
上
げ
て
い
く
考
え
方
で
す
。

　

い
ま
来
て
く
れ
て
い
る
お
客
さ
ま
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
し
て
、も
っ
と
も
っ
と
満
足
し
て
も
ら

う
た
め
に
は
何
を
す
る
べ
き
か
？

　

そ
れ
は
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
あ
る
馴
染
み
の
顧
客

に
直
接
聞
い
て
見
る
こ
と
が
手
っ
取
り
早
い
。普

段
購
入
し
て
く
れ
て
い
る
理
由
、何
か
不
便
が

な
い
か
な
ど
な
ど
、聞
く
数
は
多
く
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
情
報
が
あ
れ
ば
、そ
れ
を
元
に
、商
品

や
サ
ー
ビ
ス
を
変
え
、売
り
場
を
変
え
、価
格

　

で
は
今
の
時
代
に
即
し
た
販
売
促
進
の
あ

り
か
た
は
ど
う
な
る
の
か
？

　

グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
な
ど
広
範
囲
の
マ
ー
ケ
ッ
ト

を
狙
う
わ
け
で
は
な
い
中
小
企
業
に
お
い
て

は
、地
域
に
根
ざ
し
、長
く
ビ
ジ
ネ
ス
活
動
を

進
め
る
た
め
に
は
ど
う
考
え
る
か
を
売
上
向

上
の
基
本
と
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

売
上
を
向
上
す
る
た
め
に
、ま
ず
真
っ
先
に

行
う
べ
き
こ
と
は「
誰
が
最
も
大
切
に
し
た
い

お
客
さ
ま
な
の
か
？
」を
決
め
る
こ
と
。

　

注
意
点
と
し
て
は
、今
ま
で
全
く
関
係
性
の

な
い
顧
客
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
と
い
う
こ
と
。

　

若
い
女
性
、も
し
く
は
、お
金
を
も
っ
て
い
る

富
裕
層
な
ど
、自
分
の
都
合
に
合
わ
せ
て
タ
ー

に
知
っ
て
は
い
る
が
、購
入
し
て
い
な
い
商
品
は

多
い
は
ず
で
す
。

ゲ
ッ
ト
を
決
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。全
く

接
点
の
な
い
顧
客
と
関
係
性
を
築
く
た
め
に

ど
れ
だ
け
コ
ス
ト
が
か
か
る
か
を
考
え
る
必
要

が
あ
る
の
で
す
。

を
変
え
、必
要
に
応
じ
て
広
告
活
動
を
行
う
。

こ
の
工
程
が
売
上
を
上
げ
る
た
め
の
最
も
基

本
的
な
戦
略
と
な
る
の
で
す
。

1
自
分
が
得
意
と
す
る
顧
客
が

誰
で
あ
る
か
見
つ
け
る

2
顧
客
が
求
め
て
い
る
も
の
は

何
で
あ
る
か
聞
い
て
見
る

3
そ
の
顧
客
の
求
め
に
応
じ
て

商
品
サ
ー
ビ
ス
を
作
る

4
そ
の
顧
客
の
求
め
に
応
じ
て

販
売
先
を
決
め
る

5
そ
の
顧
客
に
応
じ
て

何
度
で
も
購
入
で
き
る
価
格
に
決
め
る

6
そ
の
顧
客
に
応
じ
て

必
要
で
あ
れ
ば
広
告
を
作
る

販売促進の為に必要なプロセス



オーレ！

静
岡
商
工
会
議
所
は
清
水
エ
ス
パ
ル
ス
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

株
式
会
社 

エ
ス
パ
ル
ス  

代
表
取
締
役
社
長  

左
伴
繁
雄
さ
ん

地
域
ス
ポ
ー
ツ
事
業
の
あ
り
方 

経
営
そ
し
て
育
成
の
重
要
性

　

昨
年
10
月
24
日
の

ホ
ー
ム
最
終
戦
、サ
ポ

ー
タ
ー
の
皆
様
の
前
で

「
１
年
間
で
復
帰
し
ま

す
」と
宣
言
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。過
去

に
１
年
で
復
帰
し
た
８

ク
ラ
ブ
が
や
っ
て
き
た

復
帰
の
方
程
式
は
、現
有
の
戦
力
を
維
持
し
、自
分
の
チ
ー
ム

と
対
戦
チ
ー
ム
の
力
を
冷
静
に
分
析
出
来
る
経
験
豊
か
な
指

導
者
の
も
と
で
、も
う
一
度
巻
き
直
し
を
図
る
こ
と
で
す
。Ｊ

２
に
降
格
す
る
と
、ア
ウ
ェ
イ
の
お
客
様
が
減
り
、放
映
権
料

が
減
り
、年
商
が
約
１
割
減
り
ま
す
。エ
ス
パ
ル
ス
は
年
商
約

30
億
円
で
す
か
ら
減
少
分
と
し
て
は
３
億
円
。そ
の
３
億
円

を
他
の
収
入
で
持
ち
こ
た
え
て
、強
化
費
を
維
持
し
、新
し
い

監
督
に
来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。こ
れ
は
今
季
を
戦
っ
て
結
果

を
出
し
、１
年
で
Ｊ
１
に
戻
る
た
め
の
方
策
で
す
。

　
一
方
、私
が
今
日
、申
し
上
げ
た
い
の
は
、こ
の
お
カ
ネ
の
か

か
る
や
り
方
を
こ
の
ま
ま
続
け
て
い
い
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

今
は
地
域
で
育
て
た
選
手
が
ト
ッ
プ
チ
ー
ム
で
活
躍
し
、代
表

に
選
ば
れ
、と
い
う
地
域
に
も
喜
ば
れ
、コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

も
高
い
サ
イ
ク
ル
を
必
ず
し
も
ま
わ
せ
て
い
ま
せ
ん
。「
育
成
」

に
焦
点
を
当
て
て
、長
期
に
わ
た
っ
て
チ
ー
ム
を
強
く
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

多
く
の
皆
様
が
、エ
ス
パ
ル
ス
が
行
う
多
角
的
な
事
業
に
関

わ
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。試
合
を
観
戦
い
た
だ
い
て
い
る
皆

様
は
年
間
27
万
人
弱
で
す
が
、試
合
以
外
の
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー

ル
、Ｊ
ス
テ
ッ
プ
や
清
水
テ
ル
サ
で
の
健
康
増
進
教
室
、幼
稚

園
巡
回
な
ど
で
、エ
ス
パ
ル
ス
の
事
業
に
参
加
さ
れ
て
い
る
皆

様
は
年
間
33
万
５
千
人
。ふ
た
つ
を
合
わ
せ
る
と
60
万
人
。そ

れ
は
、ト
ッ
プ
チ
ー
ム
が
勝
利
と
感
動
を
お
届
け
で
き
な
い
と
、

そ
の
影
響
が
大
き
い
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。静
岡
で
サ
ッ

カ
ー
を
生
業
と
す
る
こ
と
の
重
み
を
感
じ
て
い
る
次
第
で
す
。

　

新
体
制
と
と
も
に
発
表
し
た「
エ
ス
パ
ル
ス・ビ
ジ
ョ
ン
２
０

１
８
」の
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
の
ひ
と
つ「
持
続
可
能
な
成
長
に
よ

る
揺
ら
ぐ
こ
と
の
な
い
ク
ラ
ブ
力
の
構
築
」と
い
う
も
の
が
あ

り
ま
す
。そ
れ
は
ク
ラ
ブ
再
建
の
た
め
に
は
一
番
重
要
と
位
置

付
け
て
お
り
、そ
の
一
つ
が「
育
成
」で
す
。

　

昨
年
の
エ
ス
パ
ル
ス
の
人
件
費
は
13
億
円
。こ
れ
は
優
勝
し

た
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島
と
、ほ
ぼ
同
額
で
す
。そ
れ
で
な
ぜ
降

格
な
の
か
。ス
タ
メ
ン
や
途
中
交
代
で
出
場
し
た
選
手
の
給

料
を
時
間
割
し
て
積
み
上
げ
る
と
、エ
ス
パ
ル
ス
の
実
働
は
７

億
円
弱
。サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島
は
９
億
６
千
万
円
。給
料
の

高
い
選
手
が
試
合
で
活
躍
し
て
い
る
か
。外
国
人
を
含
め
て
、

外
か
ら
補
強
を
し
た
選
手
は
、当
た
り
外
れ
が
あ
り
ま
す
。未

知
数
の
状
態
で
入
っ
て
く
る
選
手
が
多
い
ク
ラ
ブ
は
、実
働
金

額
が
低
い
。こ
の
や
り
方
を
続
け
る
に
は
、強
化
費
を
上
げ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
う
い
っ
た
面
か
ら
も
、地
元
で
手
塩
に
か
け
て
育
て
た
選

手
た
ち
が
Ｊ
リ
ー
ガ
ー
に
な
っ
て
い
く
サ
イ
ク
ル
を
早
期
に
作

り
上
げ
る
こ
と
が
大
事
で
す
。そ
し
て
実
働
金
額
を
人
件
費

の
８
割
ま
で
上
げ
て
い
く
こ
と
が
、強
い
チ
ー
ム
に
な
り
、言
い

換
え
れ
ば
地
元
出
身
の
選
手
が
ト
ッ
プ
で
活
躍
す
る
こ
と
に

つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

代
表
ク
ラ
ス
に
上
が
る
選
手
た
ち
を
自
前
で
育
て
る
に
は

６
年
か
か
り
ま
す
。Ｕ‐

12
の
小
学
生
か
ら
Ｕ‐
18
の
高
校
生
ま

で
、業
界
で
は
２
０
０
人
２
億
円
の
投
資
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。１
人
あ
た
り
年
間
１
０
０
万
円
の
投
資
で
６
年
間
、英
才

教
育
を
す
る
。受
益
者
負
担
が
あ
り
ま
す
か
ら
、１
人
６
百
万

円
以
下
で
、自
分
た
ち
の
サ
ッ
カ
ー
の
軸
を
心
身
と
も
に
叩
き

込
ん
だ
ア
ス
リ
ー
ト
が
で
き
あ
が
り
ま
す
。補
強
で
は
５
千
万

〜
６
千
万
円
の
契
約
金
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
逸
材

が
、６
年
間
の
英
才
教
育
で
輩
出
で
き
ま
す
。そ
の
根
っ
こ
と

な
る
Ｕ‐

12
の
チ
ー
ム
が
一
昨
年
ま
で
エ
ス
パ
ル
ス
に
無
か
っ
た
の

が
、ひ
と
つ
の
問
題
で
し
た
。

　

１
９
９
３
年
か
ら
現
在
ま
で
、静
岡
の
小
学
校
か
ら
中
学
、

高
校
ま
で
の
各
世
代
の
全
国
大
会
の
結
果
を
見
ま
す
と
、１

９
９
８
年
ま
で
は
、ま
ん
べ
ん
な
く
優
勝
を
重
ね
て
い
ま
す
。１

９
９
９
年
を
境
に
、特
に
高
校
世
代
が
優
勝
か
ら
遠
ざ
か
っ
て

い
ま
す
。静
岡
の
サ
ッ
カ
ー
に
追
い
つ
け
、追
い
越
せ
と
、Ｊ
リ
ー

グ
の
ク
ラ
ブ
は
、静
岡
の
サ
ッ
カ
ー
と
イ
ン
フ
ラ
を
勉
強
し
、自

分
た
ち
の
ク
ラ
ブ
の
育
成
組
織
、コ
ー
チ
ン
グ・ス
タ
ッ
フ
の
指

導
理
論
を
構
築
し
、ド
イ
ツ
の
ア
カ
デ
ミ
ー
の
理
論
を
採
り
入

れ
て
、今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。エ
ス
パ
ル
ス
の
育
成
部
門
は
、

静
岡
を
学
ん
だ
他
の
ク
ラ
ブ
よ
り
も
若
干
、気
づ
く
の
が
遅
か

っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

こ
れ
を
早
急
に
建
て
直
す
た
め
に
、①
ジ
ュニ
ア
ユ
ー
ス・ジ
ュ

ニ
ア
部
門
の
拡
充
、②
育
成
組
織・施
設
環
境
の
整
備
、③
海

外
遠
征
お
よ
び
交
流
事
業
拡
大
、④
指
導
者・ス
タ
ッ
フ
の
海

外
研
修
、の
４
つ
の
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。地
域
の
子
ど
も

た
ち
が
、エ
ス
パ
ル
ス
を
通
じ
て
、代
表
で
活
躍
し
、海
外
に
羽

ば
た
け
る
よ
う
、コ
ー
チ
ン
グ・ス
タ
ッ
フ
に
も
陽
を
当
て
、士
気

を
上
げ
て
い
き
た
い
。

　

短
期
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
は
ク
ラ
ブ
主
体
で
や
っ
て
い
き
ま
す
。

「
育
成
」と
い
う
中
期
的
ビ
ジ
ョ
ン
は
、静
岡
の
ま
ち
お
こ
し
の

ひ
と
つ
に
位
置
づ
け
て
い
た
だ
き
、ぜ
ひ
商
工
会
議
所
の
皆
様

を
は
じ
め
静
岡
の
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
全
体
で
支
え
て
い
た
だ
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。
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２
月
25
日
の
第
69
回
常
議
員
会・第
28
回
議
員
懇
談
会
で
の
講
話
要
旨
）

60
万
人
が
エ
ス
パ
ル
ス
の
事
業
に
参
加
し
て
い
る

外
か
ら
補
強
し
た
選
手
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れ
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あ
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静
岡
の
サ
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カ
ー
は
追
い
越
さ
れ
た
の
か



〒421-1213
静岡市葵区山崎2丁目35-33
TEL：054-277-2525/FAX：054-277-2526
MAIL：info.haratax@gmail.com

原耕司税理士事務所は『P（PLAN）-D（DO）-C（CHECK）-A（ACTION）サイクル』による
経営の向上を目指すお客様を全力でサポートします。

～継続して繁栄する会社を目指す～

（弥生シリーズの便利な点）
◎手書きの帳簿類に書き込む感覚
で入力可能。
◎シリーズ間でデータ連動可能。等
◆ご依頼いただければ、当事務所
が初期設定を代行（有料）。
決められた入力方法で入力すれば
簡単に経理処理を行えます。

弥生製品購入をご検討中の方へ、事前に製品に触れていただき、予めその使用感を知って頂くセミナーとなっております。
お一人様1台のパソコンを使用。無料で受講できますので、ご検討中の方は是非ご受講ください。

“かんたん”“やさしい”“いちばん売れている”弥生シリーズで会社経理をもっと楽しく “弥生給与”はマイナンバーにも対応！

当事務所は
『経営革新等支援機関』です！

弥生＂16＂シリーズ 無料体験教室 開催中

◆各種ソフトのご注文も承ります◆

既にソ
フト購入

済の方
へ

WEB：http://www.tax.io/　又は

TEL：054-277-2525/F
MAIL：info.haratax@gmail.com

～継続して繁栄する会社を目指す～
当事務所は
『経営革新等支援機関』です！会社〈経営〉を会社《継栄》に

自社の現状や課題を見つける／業績向上を目指す／経営の向上を図る
【単年経営計画作成】　1年間の経営計画を、売上・経費毎に作成します。
【中期五ヵ年経営計画作成】　5カ年の経営計画を、資金繰り等含め作成します。
随時開催　　料金：32,400円～　　お申込み・お問い合せはお電話でお気軽にどうぞ。

原耕司税理士事務所 検　索
↑↑

ソフト購
入

御検討
中の方

へ

弥生14シリーズの初期設定や日常処理の操作方法、また便利な使い方を解説するセミナー（有料）や、お客様の経理状態に合わせた個別指
導も行っております。お申込み、お問い合せは当事務所HPを御覧ください。お電話でも受け付けております。お気軽にお問い合わせください。

弥生会計
セミナー種別

弥生販売

弥生給与

日　程

両日とも13：30～15：00
時　間

15：15～16：45

15：15～16：45

料金その他
料金：無料
対象：製品ご購入前の方
会場：当事務所1Fセミナールーム
内容：お一人様1台のパソコンを使用。

実際に弥生ソフトの操作感を体験
していただきます。

4月11日㈪

4月11日㈪

5月17日㈫

5月17日㈫

無料特許・商標相談会

※事前にご予約下さい。

4月20日㈬ 14：00～
TEL054-353-3401
4月26日㈫ 13：30～
TEL054-253-5113

商工会議所 清水事務所
　
商工会議所 静岡事務所

〒422-8064 静岡市駿河区新川1-11-28
ＴＥＬ 054-654-5480／ＦＡＸ 054-654-5482

土 日 祝 特 別

平日サンクスデー （昼食付）

1,000円分食事割引
5月 3・4・5・7・14・21・28・29日
6月 4・11・12・18・25・26日

￥6,300 
（3～4名）

￥9,800 
（3～4名）

5月 10・13・16・18・20・24・27・30・31日
6月 1・6・10・13・17・21・23・24・27・29・30日

オープンコンペ （昼食付・参加費無料）
￥9,800（3～4名）5/7㈯・5/28㈯・6/4㈯・6/18㈯

本券を切り取ってフロントへご提出下さい。ラウンドプレイの方に姉妹コースの菊川ＣＣをメンバー並み料金で平日ラウンドできる片道キップを差し上げます。
利用税等・消費税を含むセルフプレイ１Ｒ料金を表示しています。

日本平GC➡菊川CC　日本平GC➡菊川CC　 
　　　　 片道キップ引換券片道キップ引換券
日本平GC➡菊川CC　 
　　 片道キップ引換券

日本平ゴルフクラブ日本平ゴルフクラブ
TEL054TEL054-334334-23812381
日本平ゴルフクラブ
TEL054-334-2381



静岡の次代に残したい
“優れた名店”を表彰

したい
表彰

　静岡市商店会連盟（村松孝次郎会長）では、市内の“優れた名店”
を表彰する平成２７年度「静岡ショップヘリテージ」の受賞店5店舗を
決定し、去る１月２１日に開催された表彰式において各店に認定看板
を授与しました。
　今年で５回目となる本表彰は静岡市内にある店舗が対象で、広く市
民から愛され後世に残したい名店を静岡市商店会連盟の役員や消費
者の代表らからなる実行委員において、選考・決定しているものです。
　これまで２８店舗が表彰され、いずれも『長年に渡る安心・安全で誠実
な経営姿勢』が地域住民の支持を受けているもので、これからも変わら
ない商品・サービスの提供を続けてほしいとの願いが込められています。
　ここに、本年度の受賞店を紹介いたしますので、ぜひお店に足を
お運びください。

「静岡ショップヘリテージ」受賞店のご紹介

〒421-3105 静岡市清水区由比町屋原88
TEL 054-376-0052　FAX 054-375-5231
http://www.haratou.com/

桜えび直売 原藤商店

駿河湾特産の「桜エビ・しらす」を使ったオリジナル商品の製造加
工・卸直売店を営ん
でいます。地域の歴
史や伝統文化を尊
重した活動にも精
力的な一方、特産
品を使った新しい食
材の開発にも親子
で熱心に取り組む
老舗専門店です。

新鮮魚介類と歴史の町 由比へお越しください!

〒421-0103 静岡市駿河区丸子6077
TEL 054-259-1795　FAX 054-256-0039

渓月

丸子の誓願寺から大鈩不動尊に向かう山道に立地。980円
で提供しているラ
ンチは、名物とろ
ろ汁にそばと丸
子の農家や小売
店から取り寄せ
たこんにゃく、豆
腐、香の物、フル
ーツが付いて食
べ応え十分です。ランチ980円（税込）

丸子の里山で味わう名物とろろ汁

けい  げつ

〒420-0034 静岡市葵区常磐町2-12-2
TEL＆FAX 054-252-5517

中村屋

厳選された鶏肉や卵、そして椎茸・たけのこ・蒲鉾といった具材
一つ一つにも
こだわり、秘伝
のつゆで煮込
んだ具材とさく
ら飯との味は
絶妙です。
ぜひ一度ご賞
味ください。

親子丼（上）980円（税込） 並折900円（税込）

江戸時代から親しまれてきた親子丼専門店

〒422-8061 静岡市駿河区森下町1-39
TEL 054-285-7668　FAX 054-287-4565

㈲カクゼン桑名屋

小麦粉、砂糖、卵だけを使った昔ながらの香ばしい焼き菓子。
最近はアイドルグ
ループ関ジャニ∞
の「∞」と「８」が
似ていることから
握手会等に持っ
ていくファンが急
増。世代を超えて
愛される老舗の味
をご堪能ください。

静岡生まれ 静岡育ち 銘菓「８の字」

〒420-0031 静岡市葵区呉服町2-4-5 三島屋ビル2F
TEL 054-251-0252

珈琲の店 ポプラ

昭和45年創業。現在地では昭和51年から営業、今年節目の
40周年を迎えました。専門店ならではの厳選した豆を使った
世界のコーヒーが楽しめます。ジャズが流れるレトロな雰囲気
の店で、ゆったりとした時間をお過ごしください。

ＢＧＭをジャズで…おまちの老舗コーヒー店



わが社自慢の商品・サービス静岡商工会議所会員
商品・サービス 紹介コーナー

世界が注目するイランとのビジネスの架け橋

〒420-0033 静岡市葵区昭和町3-1 静岡昭和町ビル1001
TEL 054-221-4218
http://www.ut-translate.com/

㈲UNIVERSAL・TRADE

多言語に渡る外国人エキスパートと共に、通訳・翻訳業務、海
外取引・海外
進出コンサル
ティングなどの
国際的にビジ
ネスを行うお客
様に様々なサ
ービスをご提供
しております。

〒422-8013 静岡市駿河区古宿294
TEL 054-238-5522
http://hot-springs.jp

HotSprings㈱

子どもから大人まで対戦ゲームが楽しめる光線銃の開発・製
造・貸出をしております。東京を中心にイベントを開催し話題沸

騰中。すんぷ夢ひろばにて毎週
土日にイベント開催。イベントなど
へ光線銃の貸出も行っています。

誰でもどこでも遊べる最新サバイバルゲーム

〒422-8034 静岡市駿河区高松1-13-3-307
TEL 090-6086-0441　FAX 054-266-5675
http://静岡集客.com/

上昇気流

何かとわかりにくい、でも地域ビジネスに最適なネット広告。今さ
ら訊けないネット広告の全体像を
20分でわかりやすく解説している
DVDを毎月先着10名様にプレ
ゼント。詳しくはHPをご覧ください。

ネット広告を20分で完全理解！

Excelメニューから簡単操作

社長様、人事部長様にお薦め賃金設計ソフト

21,600円（税込）

職能給、職務（役割）
給、年齢給に対応。御
社独自の条件設定が
可能で、毎年の賃金改
定にも対応しています。
賃金設計の基本、操
作方法を丁寧に解説、
2か月間の無料コンサ
ル付きです。HPで体験
版をお試しください。

〒424-0038 静岡市清水区西久保213-1
TEL 054-368-7712　FAX 054-368-7786
http://www.cbkeiei-con.jp

C&B経営コンサルティング（中小企業診断士・社労士）

〒420-0005 静岡市葵区北番町86
TEL 054-272-2111
http://shizuoka.ja-shizuoka.or.jp/

静岡市農業協同組合 茶業センター

農林水産大臣賞を
受賞！「茶産地めぐり」

本山茶ブランドの内８産地の煎
茶をカラフルな缶に各々詰めて
販売。飲み比べてみれば好み
のお茶がきっと見つかるはず。
「第56回全国推奨観光土産
品審査会」で食品部門最高賞
を受賞し、静岡土産として最適
な逸品です。今後、産地も増や
していく予定です。

茶産地めぐり １缶20ｇ 497円（税込）
4缶化粧箱入り 2,095円（税込）

〒422-8004 静岡市駿河区国吉田4-8-6
TEL 054-265-2930　FAX 054-265-2932
http://ongakusha.net/

音楽舎

５月開講！
おとなの音楽教室

おとなが初めて始める、久し
ぶりに始める音楽を応援し
ます！生活に豊かな時間を
取り入れてみませんか。一
人でも、お友達と一緒でも、
お気軽にどうぞ。年会費・入
会金なし。もちろん、お子様
の教室も充実しています。



〒421-2223 静岡市葵区落合742
TEL 090-2571-1232（安本）

玉ゆら（Refre 玉川）

今年6月、玉川
地域に食品加工
所「玉ゆら」がオ
ープンします。玉
ゆら名物となる
「玉ゆらまん」は
里芋を練り込ん
だもっちり食感が
特徴の焼き饅頭
です。あんこ/大根切干し

玉ゆらまん

B-nest主催の「静岡おみやプロジェクト」。平成27年度
は『静岡おみやプロジェクト商品開発講座』として実施
し、市内の事業者６社が新商品開発・改良を行いました。

〒 420-0029 静岡市葵区研屋町２５
TEL 080-4965-9090
http://kisakutei-net.shop-pro.jp/

和ピクルス専門店「こうのもの」（㈱季咲亭）

ほんのりお出汁
をきかせた和風
味のピクルスは、
彩りも良く手土
産にも最適です。
旬の野菜やフル
ーツを美味しくお
召し上がりいただ
けます。

野菜 各種/フルーツ 各種

和ピクルス

〒420-0923 静岡市葵区川合2-4-40
TEL 054-267-7236
http://www.cetait-bon.com/

セティボン？（㈲アニバーサリー）

静岡大学の学生
と洋菓子店セテ
ィボン？が共同開
発した新スイーツ
は、見た目も味も
新しい！程よい甘
さとサクサク食感
がヤミツキになり
ます。

苺＆ミルク/緑茶ココナッツ

しずおか メレンゲ

〒420－0839静岡市葵区鷹匠1-1-1
TEL 054-295-9011

新東名静岡SA 「しずおかマルシェ（上り店）」（静岡鉄道㈱）

「しずおかマルシ
ェ」限定スイーツ
の誕生です！静
岡産の苺をたっ
ぷり使った口どけ
の良いシブースト
は、ふんわりバウ
ムクーヘンとさく
さくタルトが絶妙
です。

静岡いちごのシブースト

「セティボン？」との共同開発品

〒424-0806 静岡市清水区辻４丁目８-２０ 
TEL 054-366-6395
http//www.tokunagacoffee.com/

㈲トクナガコーヒー

富士山の溶岩で
焙煎した贅沢な
コーヒー。上品で
マイルドな味わい
です。“コーヒーバ
ッグ”タイプなの
で自分好みの濃
さに調整できます。

40g（8g×5袋）

富士山溶岩焙煎珈琲バッグ

コーン＆ベーコン/桜えび

〒421-3105 静岡市清水区由比町屋原８８
TEL 054-376-0052　
http://www.haratou.com/

桜えび直売 原藤商店

原藤グラタン
静岡県産の牛乳
とバター、北海道
産の小麦粉を使
用する等、素材
にこだわった本
格派のグラタン。
なめらかで、濃厚
なホワイトソース
が決め手です。



静岡商工会議所報「Sing」に貴社のPRチラシを同封します
貴社のPRチラシを「Sing」に同封し、静岡商工会議所の会員13,000事業所に配布します。
格安で効果的な広報手段として、ぜひご活用ください！

お問い合わせ・お申込みは、静岡商工会議所　企画広報室（TEL 054-253-5111）へ

★開封率が高く、静岡市の中小企業経営者にターゲットをしぼったPRができる。 ★単独DMに比べて、配送コストを削減できる。
※A4チラシ郵送の場合、@63円（特別料金適用）×1３,000社＝８１９,000円。当サービスでは10８,000円。

【利用料金】 （単位：円　消費税込み）

チラシ
サイズ

Ａ４まで 折りなし １０８，０００円
Ａ３まで ２つ折り １２９，６００円

仕上がりＡ４まで ８ページ以内 １５１，２００円
仕上がりＡ４まで ８ページ超 １５１,２００円に４ページ増す毎に２１，６００円加算
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星座 ： みずがめ座  血液型 ： A型  趣味 ： 水上バイク、ウェイクボード
TEL ： 054-349-7007

中村 侑樹さん
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市
を
開
催
し
て
い
ま
す
。私
は
コ
ス
プ
レ

販
売
員
と
し
て
農
家
さ
ん
と
一
緒
に
出
店
し
て
い

ま
す
。こ
う
い
っ
た
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、事
業
者

さ
ん
の
熱
意
や
思
い
を
感
じ
、静
岡
が
素
敵
な
モ

ノ
で
あ
ふ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。そ
れ

ら
の
発
信
に
尽
力
す
る
こ
と
が
、や
り
が
い
の
１

つ
で
す
。ブ
ロ
グ
を
や
っ
て
い
ま
す
の
で 

「
青
色
仮

面
ガ
ン
コ
」で
検
索
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。夜
の
事

務
ス
タ
ッ
フ〝
甘
党
地
蔵
〞さ
ん
も
現
れ
ま
す
よ
。

　

休
日
は
、も
っ
ぱ
ら
エ
ス
テ
サ
ロ
ン
に
い
ま
す
。

答
え
の
出
な
い
キ
レ
イ
を
求
め
て
。三
島
市
に
女

性
が
キ
ラ
キ
ラ
と
活
躍
す
る〝
コ
ト
リ
ス
ラ
ボ
〞さ

ん
が
あ
り
、そ
こ
で
４
月
か
ら
研
修
し
て
き
ま
す
。

３
ヵ
月
後
、変
身
し
た
私
が
七
間
町
に
い
る
は
ず
。

き
っ
と
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
き
な
が
ら
。

　

変
化
す
る
七
間
町
と
私
を
見
に
、青
空
市
に

遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
ね
！

地
元
清
水
の
活
性
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

フジ物産㈱　
静岡商工会議所青年部 平成28年度 地域エンジョイ委員会 副委員長

七
間
町
は
素
敵
な
街
で
す
！

星座 ： さそり座　血液型 ： A型　趣味 ： ドライブ、プロ野球観戦
TEL ： 090-4210-1008
スタッフブログ ： http://ouendan.eshizuoka.jp/

伊東 彩乃 （青色仮面ガンコ）さん
中小企業診断士玉置事務所　広報担当



東
京
か
ら

こ
ん
に
ち
は

静
岡
市
に
ゆ
か
り
が
あ
り
、東
京
を
拠
点
に
内
外
で
活
躍

す
る
皆
様
に
、東
京
か
ら
見
た
静
岡
市
の
良
さ
と
可
能
性
、

ま
ち
づ
く
り
の
方
向
に
つ
い
て
、ご
提
案
い
た
だ
き
ま
す
。

※レポーターの長田義明さんは、静岡市出身のジャーナリストで、元時事通信社解説委員。

中川真佐志 さん

オリエンタル酵母工業株式会社 代表取締役社長

Masashi Nakagawa

合併メリット、
見える形に

費
者
の
口
に
入
ら
な
い
も
の
ば
か
り
で
す
が
、間

接
的
に
多
く
の
消
費
者
の
胃
袋
に
貢
献
し
て
い

ま
す
」。

　

主
力
事
業
は
食
品
だ
が
、酵
母
の
研
究
技
術

を
生
か
し
バ
イ
オ
事
業
に
も
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
き
た
。独
自
に
研
究
開
発
し
た
遺
伝
子
組

み
換
え
酵
素
や
診
断
薬
原
料
、研
究
用
試
薬
な

ど
の
生
産
、販
売
と
い
っ
た
先
駆
的
事
業
を
展

開
、海
外
事
業
の
強
化
も
図
っ
て
い
る
。

　

社
長
就
任
後
、世
界
で
最
も
高
い
評
価
を
得

て
い
る
実
験
用
ミ
ニ
ブ
タ
、ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
ミ
ニ
ブ

　

オ
リ
エ
ン
タ
ル
酵
母
工
業
は
、日
本
で
最
初
に

イ
ー
ス
ト
の
大
量
生
産
に
成
功
し
た
会
社
だ
。

１
９
２
９
年
の
創
業
で
、会
社
と
し
て
の
歴
史

は
古
く
、３
年
後
に
は
90
周
年
を
迎
え
る
。

　

イ
ー
ス
ト
の
国
内
シ
ェ
ア
ト
ッ
プ
を
は
じ
め
、

ク
ッ
キ
ー
な
ど
の
焼
き
菓
子
に
使
わ
れ
る
ベ
ー
キ

ン
グ
パ
ウ
ダ
ー
、中
華
麺
に
使
う
か
ん
す
い
も
そ

れ
ぞ
れ
高
い
シ
ェ
ア
を
占
め
る
、業
界
の
リ
ー
デ

ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー
。「
当
社
の
製
品
は
直
接
消

タ
の
国
内
生
産・販
売（
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
）な
ど

を
手
が
け
た
。「
社
員
に
は
日
頃
か
ら
独
自
の
、

他
で
は
つ
く
れ
な
い
ス
ペ
シ
ャ
リ
テ
ィ
ー
を
追
求

し
、生
み
出
し
て
い
こ
う
と
言
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。

同
時
に
、私
た
ち
は
原
料
メ
ー
カ
ー
で
す
が
、や
は

り
常
に
消
費
者
目
線
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
と
」。

　

静
岡
市
に
つ
い
て
の
印
象
を
尋
ね
る
と
、開

口
一
番「
清
水
市
と
合
併
し
た
メ
リ
ッ
ト
が
あ
ま

り
見
え
て
こ
な
い
の
が
残
念
で
す
ね
」。企
業
の

ト
ッ
プ
に
立
つ
だ
け
に
、合
併
効
果
、メ
リ
ッ
ト
に

は
敏
感
だ
。清
水
区
に
は
世
界
文
化
遺
産
の
三

保
松
原
か
ら
富
士
山
に
か
け
て
の
景
観
、清
水

次
郎
長
な
ど
歴
史
遺
産
や
有
力
地
場
産
業
、

清
水
エ
ス
パ
ル
ス
な
ど
が
あ
る
。ち
び
ま
る
子
ち

ゃ
ん
の
作
者
、さ
く
ら
も
も
こ
さ
ん
は
少
女
時

代
を
清
水
で
過
ご
し
た
。清
水
育
ち
の
中
川
さ

ん
に
と
っ
て
は
、こ
れ
ら
清
水
を
代
表
す
る
特
色

を
も
っ
と
生
か
し
、盛
り
上
げ
て
ほ
し
い
と
い
う

思
い
も
あ
る
よ
う
だ
。

　

茶
ど
こ
ろ
静
岡
を
意
識
し
、「
お
茶
の
歴
史

み
た
い
な
、例
え
ば『
家
康
か
ら
、そ
し
て
静
岡

の
お
茶
ま
で
』み
た
い
な
、お
茶
を
前
面
に
出
し

て
、こ
れ
に
牧
之
原
で
の
お
茶
の
生
産
を
助
言

し
た
と
い
わ
れ
る
山
岡
鉄
舟
、鉄
舟
と
親
交
が

あ
っ
た
次
郎
長
を
絡
め
る
形
で
ア
ピ
ー
ル
し
た

ら
ど
う
で
し
ょ
う
」と
も
。

　

大
学
時
代
は
ラ
グ
ビ
ー
部
に
所
属
。元
ラ
ガ

ー
マ
ン
の
故
郷
発
展
に
馳
せ
る
思
い
は
深
い
。

（
文
：
長
田
義
明
、写
真
：
中
川
さ
ん
提
供
）

シ
ェ
ア
ト
ッ
プ
の
イ
ー
ス
ト

静岡市清水区生まれ。県立清水東高校卒業。立教大学法学部卒業。
1978年、オリエンタル酵母工業株式会社入社、海外事業室長、取
締役バイオ事業本部長兼バイオ事業本部業務部長、常務取締役食
品事業本部長、海外事業部担当を経て、2011年、代表取締役社長
に就任。61歳。
12年から株式会社日清製粉グループ本社取締役を兼ねる。
http://www.oyc.co.jp/

経 歴

生
か
せ「
清
水
の
特
色
」



　
「
溪
邦
」は
静
岡
商
工
会
議
所・静
岡
事
務

所
か
ら
南
へ
徒
歩
３
分
の
静
岡
第
一
ホ
テ
ル
に

あ
り
ま
す
。水
上
邦
弘
さ
ん
の
実
家
は
藤
枝
の

昔
な
が
ら
の
中
華
料
理
店
。16
歳
か
ら
静
岡
の

ホ
テ
ル
の
中
華
料
理
部
門
で
16
年
間
修
業
。32

歳
の
時
、静
岡
第
一
ホ
テ
ル
の
紹
介
を
受
け
て

独
立
。３
月
15
日
で
10
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

四
川
料
理
は
、酸
味
、辛
味
に
花
椒
の
し
び

れ
る
よ
う
な
麻
の
味
と
香
り
が
強
く
、さ
ら
に

甘
み・苦
味・塩
味
を
加
え
た
７
つ
の
味
が
融

合
し
て
い
る
の
が
特
徴
。水
上
さ
ん
は
、現
地

に
も
出
向
き
、北
京
、上
海
、広
東
料
理
も
勉

強
し
、四
川
料
理
の
技
法
を
大
切
に
し
な
が

ら
、静
岡
の
お
客
様
に
合
う
味
付
け
を
模
索
。

　
「
磐
田
の
美
味
鶏
の
辣
椒
仕
立
」は
四
川
料

理
の
定
番
。美
味
鶏
の
唐
揚
を
、辣
油「
朝
天

辣
椒
」で
炒
め
、山
椒
の
香
り
と
唐
辛
子
の
味

を
楽
し
み
ま
す
。

　
「
紋
甲
イ
カ
と
静
岡
県
産
の
ア
ス
パ
ラ
入
り

麻
辣
醤
炒
め
」は
ラ
ン
チ
の
人
気
料
理
。紋
甲

イ
カ
、清
水
の
ア
ス
パ
ラ
、朝
採
り
野
菜
を「
麻

辣
醤
」で
炒
め
ま
す
。

　
「
富
士
山
麓
ポ
ー
ク
の
四
川
香
料
ソ
ー
ス
炒

め
」は
、甘
味
を
感
じ
る
ポ
ー
ク
を
コ
ク
の
あ

る
辣
油「
老
油
」を
使
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
ソ
ー
ス

で
炒
め
ま
す
。

　
「
駿
河
湾
の
真
鯛
と
豆
腐
の
山
椒
唐
辛
し

風
味
」は
、昔
な
が
ら
の
四
川
料
理
で
す
が
、

牛
肉
や
豚
肉
の
代
わ
り
に
、春
の
旬
の
真
鯛
と

豆
腐
を
入
れ
て
、水
上
さ
ん
流
に
ア
レ
ン
ジ
。

　

紹
興
酒
は
現
地
で
選
ん
だ
逸
品
で
、蔵
元

と
は
20
年
以
上
の
知
り
合
い
と
の
こ
と
。

　

静
岡
の
旬
の
食
材
と
四
川
の
奥
深
い
味
付
け

が
融
合
し
た
料
理
を
ゆ
っ
た
り
楽
し
み
ま
し
た
。

地産地消

【メニュー】

【営業時間】

【施　設】

【所在地】

ランチ970円～（エビチリ・麻婆豆腐・坦々
麺など溪邦の人気メニューから週替わり
でお得に提供、サラダ・スープ・白飯・コー
ヒー・紅茶・デザート付）。料理長おまかせ
プラン4320円（全７品、飲み放題付、平
日限定、要予約）、天府コース5500円
（全８品、飲み放題付）。料金は税・サ込。
ランチ：11時30分～14時30分（Ｌ.Ｏ.
14時）。ディナー：17時30分～21時
30分（Ｌ.Ｏ.21時）。火曜定休。
１階：レストラン40席。２階：宴会場80
席。駐車場３台＋ホテル駐車場15台。
静岡市駿河区泉町1-21（静岡第一ホテル内）
TEL ０５４‐281-2199

http://www.keihou.info/

所あ昔ホ歳独れ甘合に強ら理辣

磐田の美味鶏の辣椒（ラージョウ）仕立1100円。紋甲イカと静岡県産のアスパラ入り麻辣醤（マーラージャン）炒め1600円。富士山麓ポークの四川香料ソース炒め1490円。
駿河湾の真鯛と豆腐の山椒唐辛し風味1200円。カメ出し紹興酒５年620円。

JR静岡駅
国道一号線

南幹線

商工会議所

石
田
街
道

石
田
街
道

石
田
街
道

ヤマダ電機 伊河麻神社

静岡第一ホテル1F

水上邦弘氏店主

ア
マ

チ
ョ
ウ
テ
ン

ラ
ー
ジ
ョ
ウ

ラ
ー
ジ
ャ
ン

マ
ー

ラ
オ
コ
ー





コツはコツコツ

● 詳しくは「店頭チラシ」または「ホームページ」
　ht tp : / /www . sh im i zubank . c o . j p /をご覧ください。

しみず積立定期預金
詳しい内容のお問い合わせは●ご利用いただける方／個人および法人のお客さま　●お預入期間／1年・2年・3年※満期後は同一期間の積立定期預金が自動継続されます。●お預入方法／毎月1回お申込時にご指定いただいた日に、当座預金・普通預金からの自動振替でお預入れいただきます。※店頭・ＡＴＭで追加預入ができま

す。（最終預入期限内であれば預入日・預入回数・預入金額はお客様の任意でお預入れできます。）●積立金額／100円以上（1円単位）※年2回まで毎月のお預入れのほかに指定金額を増額でお預入れいただけます。●適用金利／お預入金額ごとに、お預入時のスーパー定期預金の預入日から満期日
までの期間に応じた店頭表示利率を適用します。※お預入期間3年の初回預入分については、1年ものスーパー定期預金店頭表示利率を1年間適用し、1年経過後に利息額（税引後）を合算して2年ものスーパー定期預金店頭表示利率を適用します。●満期後のお取扱い／満期後はお預入金額の全額
とその利息額（税引後）を合算して、スーパー定期預金1年もの（通帳式・自動継続扱い・元加式）を自動作成します。※お申込時に本商品と同一店舗の定期預金通帳をご指定いただきます。総合口座通帳は定期預金の受入先として指定することはできません。※定期預金の利率は、自動作成日のスーパー
定期預金1年もの店頭表示利率とします。給与振込指定口座、公的年金受給口座から口座振替により自動積立いただいた方については、店頭表示利率に＋0.1％上乗せいたします。金利上乗せ期間は初回満期日までの当初預入期間のみとさせていただきます。●ご注意ください／利息には、個人
のお客さまには源泉分離課税（国税15.315％、地方税5％）、法人のお客さまには総合課税（非課税法人の場合は非課税）が適用されます。中途解約の場合は、当行所定の中途解約利率を適用します。本商品は総合口座の担保とすることはできません。本商品は預金保険法の対象となります。他の預金
（決済用預金を除く）と合算して元本1,000万円までとその利息が保護の対象となります。金利情勢等に伴い、今後予告なく商品内容の変更、継続または取扱いを中止する場合がございますので、あらかじめご了承ください。　※店頭に商品概要説明書をご用意しております。詳しくはそちらをご覧ください。
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